
特集 子どもたちの笑顔と未来のために
ところっこ・すくすくサポートプラン（後期計画）を策定 2・3

災害から自分の身を守るために／市役所の人事異動 ほか 4

所沢市の予算／市議会第１回定例会報告／みんなでつくろう！所沢の憲法 ほか 8・9

けんこう▶保健センターの事業

休日急患当番医／いきいき健康づくり（定年退職後の健康づくり） ほか

15

16

市役所物産展示コーナーの展示品を募集／所沢市のイメージマスコットの
イラストを募集／市民仕分け人を募集／各種職員を募集 ほか 14

生ごみ減量化・資源化推進奨励金／上級救命講習会／児童館へ行こう
／こころの健康講座／市民健康大学／あったかタウンミーティング ほか 12・13

お花畑・地元農産物直売会・文化財／所沢市こども災害見舞金が廃止になります
／住宅用火災警報器の取り付けをサポート ほか 10・11

はつらつ野老っ子／ところざわ歴史まめ知識
目指せ低炭素化！温暖化をとめよう ほか 6・7

廃プラスチック類を埋立処理から焼却処理へ変更／派遣学生・高校生受け入れ家庭を募集
まちづくり交付金事業に係る事後評価結果の公表 5
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所沢市民憲章（昭和62年3月制定）

人口と世帯（平成22年3月末現在）
人　口
男
女
世帯数

341,750人
170,768人
170,982人
145,680世帯

＋  71人
＋  15人
＋  56人
＋498世帯

前 

月 

比

あかねの風保育園の園児の皆さん
(昨年５月26日撮影）

春のお花畑（北野地区）
　北野のお花畑では、市民の皆さんと一緒に種まきをして
育てたハナビシソウ、ワスレナグサ、ムラサキハナナ、カ
スミソウの4種類、約16万7千本もの花が開花を迎えま
す。5月22日㈯、23日㈰には、地元農産物の直売会が開催
されます。詳細は本号10ページをご覧ください。

所沢市は武蔵野台地の自然に恵まれ鎌倉街道の拠点として発達し

日本人が初めて大空にはばたいた記念すべき街である

この歴史と環境の上に立ち未来に向かってうるおいの文化都市をめざす

　人は市の誇りである　こころのふれあいを求め友情の輪をひろげよう
　恵まれた自然はいのちの泉である　みどりを守りやすらぎの街を創ろう
　こどもは市の宝である　胸深く刻まれるふるさとを伝えよう
所沢市は市民のためにある　一人ひとりが自らまちづくりを進めよう
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「広報ところざわ」は、毎月1日に発行。戸別配布でお届けしています。届かない方は、所沢市シルバー人材センター（☎2928-8695・52924-0630）へご連絡ください。



子どもたちの笑顔と未来のために

Ⅰ　子どもたちがたくましく生きていくための
 力を伸ばします

基本目標

健
全
な
家
庭
づ
く
り

母
子
保
健
事
業
の
推
進

地
域
の
体
制
づ
く
り

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安
心
な

居
場
所
づ
く
り

地
域
で
の
交
流
機
会
の
拡
大

②ホームタウンとしての
　家庭・地域づくり

主要課題

豊
か
な
心
と
健
や
か
な

身
体
の
育
成

社
会
性
と
生
き
る
力
の
習
得

思
春
期
の
悩
み
や
不
安
へ
の

サ
ポ
ー
ト

教
育
環
境
の
充
実

環
境
学
習
の
推
進

食
育
の
推
進

①子どもたちの知識・能力の育成

主要課題

Ⅲ　子どもたちが安心して健やかに
 暮らすための環境をつくります

乳
幼
児
・
小
児
医
療
の
充
実

防
犯
対
策
の
推
進

非
行
防
止
対
策
の
推
進

交
通
安
全
対
策
の
充
実

子
育
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

②子育てに快適な環境づくり

主要課題

児
童
虐
待
・
育
児
放
棄
の
防
止
対
策

い
じ
め
・
不
登
校
等
へ
の

取
り
組
み
の
充
実

①子どもたちの人権と
　権利の保護

主要課題

Ⅱ　子どもたちが心豊かに育つための
 ゆとりある暮らしを支えます

保
育
事
業
の
充
実

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
の
推
進

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
推
進

②仕事と子育ての
　両立の推進

主要課題

子
育
て
情
報
提
供
・

相
談
事
業
の
充
実

経
済
的
支
援
の
充
実

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

①すべての子育て
　家庭への支援

主要課題

基本目標 基本目標

　

後
期
行
動
計
画
で
は
、
こ
の
ま
ち
が
子
ど
も
た
ち
の
心
の
中

で
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
も
地

域
も
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
生
き
、
と
も
に
育
ち
、
子
育
て
に

対
す
る
喜
び
が
実
感
で
き
る
よ
う
な
家
庭
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
計
画
の
構
成
は
、
前
期
行

動
計
画
の
基
本
目
標
を
継
承
し
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
体
系
的
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。（
左
表
参
照
）

　

ま
た
、
体
系
の
枠
組
み
を
越
え
て
「
横
断
的
・
重
点
的
に
取

り
組
む
項
目
」
と
し
て
①
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
意
識

の
醸
成
②
拡
大
す
る
保
育
需
要
へ
の
対
応
③
放
課
後
の
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
④
発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
の
充
実
の
４
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

所
沢
市
次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画

と
こ
ろ
っ
こ
・
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン（
後
期
計
画
）を
策
定

Smile!
スマイル

▼
計
画
書
冊
子
は
、
市
役
所
１
階
市
政
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
頒
布
し
て
い
ま
す
（
１
冊
4
0
0
円
）
。 

▼
概
要
版
は
、
市
役
所
２
階
こ
ど
も
支
援
課
、
公
民
館
、

図
書
館
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
計
画
書
冊
子
、
概
要
版
と
も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
「
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
」
で
検
索
）
で
入

手
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

市　

長　

 

当
麻
よ
し
子

　

私
た
ち
の
ま
ち
所
沢
は
、
自
然

環
境
と
都
市
機
能
が
調
和
し
た
美

し
い
ま
ち
と
し
て
発
展
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境
の
中

で
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
く
こ

と
は
、
市
民
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
に
合
わ
せ
、
親
や
家
庭

の
あ
り
方
に
対
す
る
価
値
観
の
多
様
化
等
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
と
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
に
大
き
な
変
化
が
表

れ
て
き
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
と
っ
て
、

よ
り
効
果
的
な
施
策
の
実
行
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

所
沢
市
次
世
代
育
成
支
援
前
期
行
動
計
画
の
期
間
が
終
了

し
た
た
め
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
後
期
行
動
計
画
「
と
こ
ろ
っ
こ
・
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト

プ
ラ
ン
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
前
期
行
動
計
画
に
お
け
る
基
本
目
標
を
継
承

し
つ
つ
、
現
在
の
社
会
情
勢
の
変
化
等
を
考
慮
し
、
各
種
の

取
り
組
み
を
体
系
的
に
ま
と
め
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な

施
策
の
実
行
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
次
の
４
つ
の
項

目
は
、
横
断
的
・
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

○
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
意
識
の
醸
成

○
拡
大
す
る
保
育
需
要
へ
の
対
応

○
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り

○
発
達
障
害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
の
充
実

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
笑
顔
に
あ
ふ
れ
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
て
い
け

る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
方
々
と
と

も
に
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆お知らせ◆

　　　子どもたちの知識・能力の育成
　生活や教育の場を通して、子どもたちが社会の中でたくましく生きて
いくために必要な知識や能力を身に付ける機会を充実していきます。

親子で楽しむ運動遊び（延べ参加人数）

青少年リーダー育成事業（参加人数）

心のふれあい相談員の配置（相談員による相談割合）

確かな学力定着事業（県の学力調査の正答率の平均）

特別支援教育支援員配置事業（大変満足している割合）

地球にやさしい学校づくり推進事業（水・電気使用料削減率）

母子集団栄養指導事業（教室等の参加・受講人数）

H20実績

　506人

168人

77％

76.8％

56.6％

3.7％

3,287人

H26目標

560人

200人

85％

80％

100％

5％

8,610人

事　業　名

　　　仕事と子育ての両立の推進
　保育事業や放課後の児童への支援の充実を図るとともに、父母それ
ぞれが子育てに参加しやすい職場環境・制度などの整備を働きかける
ことで親子がともに過ごす時間の確保を図り、仕事をしながら子育てを
していく親たちを支援していきます。

通常保育・延長保育（認可保育園の受け入れ人数）

特定保育（定員数）

ファミリー・サポート・センター事業（援助会員数）

私立幼稚園預かり保育事業（平均利用園児数／日）

放課後児童健全育成事業（入室児童数）

一般事業主行動計画の策定推進（計画の策定率）

H20実績

4,286人

147人

365人

205人

1,964人

23％

H26目標

4,438人

161人

500人

230人

2,358人

100％

事　業　名

　　　子どもたちの人権と権利の保護
　子どもたちの権利を守り、暴力や犯罪に脅かされることなく暮らすこ
とができる環境を整備していきます。

心のふれあい相談員設置事業（家庭訪問件数）

心のふれあい相談員設置事業（課題解決率）

不登校解消推進事業（不登校の児童・生徒の割合）

H20実績

704件

78％

1.32％

H26目標

400件

100％

1.07％

事　業　名

　　　子育てに快適な環境づくり
　子どもたちが安心して健やかに成長できるように、良質な住居環境と
快適な生活環境を確保していきます。

小児夜間急患診療事業（年間の患者数）

地域安全活動推進事業（自主防犯団体の登録数）

安全・安心な学校と地域づくり事業（報告件数）

ふれあいタウン事業（年間巡回数）

青少年に有害な社会環境の浄化活動事業（看板撤去数）

交通安全教育推進事業（教室開催回数）

ユニバーサルデザイン推進事業（満足度）

駅ボランティア事業（登録者数）

H20実績

5,814人

195団体

502件

96回

602件

63回

77.3％

317人

H26目標

7,300人

225団体

400件

96回

400件

75回

100％

350人

事　業　名

　　　ホームタウンとしての家庭・地域づくり
　子どもたちが社会で生きていくうえでの支えとなり、長く住み続けた
いと思える家庭づくり・地域づくりを進めます。

家庭教育推進事業（1学級あたりの講座数）

乳幼児健康診査事業（受診率）

ファミリー・サポート・センター事業（合計会員数）

パパ・ママ応援ショップ事業（市内の協賛事業者数）

放課後支援事業「ほうかごところ」（児童の事業登録率）

地域子育て支援拠点事業（中学校区に1か所設置）

H20実績

8.3講座

91.9％

2,036人

227か所

63.7％

15か所

H26目標

8.5講座

100％

2,500人

450か所

100％

15か所

事　業　名

■主要課題における指標（抜粋）■■主要課題における指標（抜粋）■

　　　すべての子育て家庭への支援
　関係機関の連携強化や多様化する保育ニーズに対応した支援サービ
スの充実を図ることで、子育てに対する親の不安や負担を軽減します。

幼稚園就園奨励事業（就園率）

母子自立支援事業（就業に至った件数）

H20実績

62.8％

20件

療育支援センターを
平成23年度までに整備

H26目標

66.6％

60件

事　業　名

療育体制の整備・充実

Ⅰ-①

Ⅰ-②
Ⅲ-①

Ⅲ-②

Ⅱ-①

Ⅱ-②

　

と
こ
ろ
っ
こ
・
す
く
す
く
サ
ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
は
、
所
沢
市
に
お
け
る
次
世
代
育
成
支
援

対
策
の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
（
計
画
期
間
平
成
22
年
度
〜
26
年
度
）
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
通
し
て
、
支
援
ニ
ー
ズ
等
の
把
握

と
分
析
を
行
い
、
児
童
福
祉
・
母
子
保
健
・
労
政
・
教
育
等
の
各
分
野
の
取
り
組
み
を
ま

と
め
た
計
画
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
や
地
域
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
な
ど
と
連
携

し
て
計
画
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
支
援
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
２
４
5
２
９
９
８
_
９
０
３
５

◆
計
画
の
概
要
◆
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■
申
請
か
ら
支
援
ま
で

①
支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
（
ま
た
は
代

理
の
方
）
は
、
登
録
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
市
役
所
４
階
危
機

　

管
理
課
等
に
提
出
し
ま
す
。

②
市
は
、
登
録
申
請
書
を
も
と
に
登
録

台
帳
を
作
成
し
ま
す
。

③
市
は
、
ご
本
人
了
解
の
も
と
、
登
録

台
帳
の
情
報
を
地
域
の
自
治
会
・
町

内
会
、
自
主
防
災
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
提
供
し
ま
す
。

④
地
域
の
自
治
会
・
町
内
会
、
自
主
防

災
会
な
ど
は
、
提
供
さ
れ
た
情
報
を

基
に
支
援
者
を
選
び
、
災
害
発
生
時

に
登
録
さ
れ
た
方
の
安
否
の
確
認
や

避
難
の
誘
導
、
災
害
情
報
の
伝
達
、

救
助
等
に
活
用
し
ま
す
。　
　
　

■
対
象
と
な
る
方

　

災
害
時
に
、
家
族
な
ど
の
支
援
だ
け

で
は
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
、
ま
た

は
、
家
族
な
ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
在
宅
の
方
で
、
自
分
の
住
所
や
名
前
、

身
体
の
状
況
な
ど
、
個
人
情
報
を
自
治

会
・
町
内
会
や
自
主
防
災
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
に
提
供
す
る
こ
と

を
同
意
し
て
い
た
だ
け
る
次
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

▼
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
▼
身
体

障
害
者
▼
知
的
障
害
者
▼
精
神
障
害
者

▼
乳
幼
児
、
児
童
▼
妊
産
婦
▼
外
国
籍

住
民
▼
そ
の
他
支
援
を
希
望
す
る
方

◎
社
会
福
祉
施
設
・
病
院
な
ど
に
長
期

入
所
・
入
院
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
申
請
の
方
法

　

支
援
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
受

付
窓
口
に
あ
る
『
災
害
時
要
援
護
者
登

録
申
請
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
請
書
は
、
受
付
窓
口
の
ほ
か
、
市

（
「
申
請
書
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
」
を
ク

リ
ッ
ク
）
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

◎
申
請
内
容
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
登

録
の
更
新
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
書
の
受
付
窓
口

【
市
役
所
内
】

　

▼
市
役
所
４
階
危
機
管
理
課
▼
同
１

階
福
祉
総
務
課
▼
同
１
階
障
害
福
祉
課

▼
同
１
階
高
齢
者
支
援
課
▼
同
１
階
介

護
保
険
課
▼
同
２
階
こ
ど
も
支
援
課

【
そ
の
他
の
施
設
】

　

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
課
▼
出

張
所
▼
狭
山
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
▼
所
沢
駅
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
▼

所
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

◎
受
付
窓
口
の
ほ
か
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
も
申
請
書
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

■
登
録
内
容
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

　

登
録
後
、
そ
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た

場
合
や
、
市
内
外
に
転
居
し
て
住
所
が

変
わ
っ
た
場
合
、
緊
急
連
絡
先
を
変
え

た
い
場
合
な
ど
は
、
登
録
申
請
の
受
付

窓
口
に
あ
る
『
変
更
申
請
書
』
に
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
地
域
へ
の
情
報
提
供

　

登
録
申
請
い
た
だ
い
た
情
報
（
住
所

・
氏
名
・
生
年
月
日
・
本
人
の
状
況
・

緊
急
連
絡
先
等
）
に
基
づ
き
市
が
名
簿

を
作
成
し
、
地
域
で
支
援
に
あ
た
る
支

援
者
を
選
ぶ
た
め
に
、
そ
の
情
報
を
自

治
会
・
町
内
会
、
自
主
防
災
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
提
供
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
登
録
申
請
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】

　

災
害
直
後
、
市
の
職
員
が
す
べ
て
の

要
援
護
者
の
と
こ
ろ
へ
救
援
に
行
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
事
業
は
、
あ

く
ま
で
も
地
域
の
協
力
（
助
け
合
い
）

に
よ
っ
て
少
し
で
も
災
害
時
の
被
害
を

減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
し
た
場
合
で
も
、
災
害
に
よ
る

被
災
状
況
に
よ
っ
て
は
、
地
域
の
住
民

の
方
た
ち
に
よ
る
支
援
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
す
る
方
が
責
任
を
負
う

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
不
明
の
点
な
ど
が
、
あ
り
ま
し
た

ら
、
危
機
管
理
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
愛
の
福
祉
基
金
】
●
セ
ブ
ン
ス
デ

ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ス
ト
所
沢
キ
リ
ス
ト

教
会
様
（
３
万
円
）
●
武
州
ガ
ス
㈱

様
（
20
万
円
）
●
パ
ン
工
房
ぬ
っ
く

様
（
８
、
２
８
１
円
）
●
所
沢
市
歌

謡
連
盟
様
（
２
４
、
０
０
０
円
）
●

折
り
梅
の
会
様
（
１
２
、
８
１
３
円
）

●
㈱
中
央
管
財
様
（
５
、
０
０
０
円
）

【
各
小
学
校
10
校
へ
】
所
沢
中
央
・

所
沢
東
・
所
沢
西
・
新
所
沢
・
所
沢

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
（
将
棋
盤
・

駒
セ
ッ
ト
10
組
）

【
亀
鶴
園
へ
】
●
所
沢
４
Ｈ
ク
ラ
ブ

様
（
小
松
菜
10
束
、
人
参
７
袋
、
里

芋
７
袋
、
ほ
う
じ
茶
１
０
０
ｇ
入
３

袋
、
煎
茶
50
ｇ
入
３
袋
）

【
三
ヶ
島
保
育
園
へ
】
●
別
所
人
形

様
（
７
段
飾
り
雛
人
形
一
式
）

【
緑
の
基
金
】
●
㈱
そ
ご
う
・
西
武

西
武
所
沢
店
様
、
㈱
ワ
ル
ツ
所
沢
様

（
５
２
、
０
０
０
円
）

【
児
童
館
生
活
ク
ラ
ブ
へ
】
●
谷
沢

建
設
㈱
様
（
埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

ベ
ン
チ
サ
イ
ド
シ
ー
ト
１
３
４
席
）

【
消
防
本
部
へ
】
●
㈶
日
本
消
防
協

会
様
（
防
災
広
報
車
１
台
）

※
２
月
16
日
か
ら

３
月
15
日
ま
で
の

受
け
付
け
分
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

地 域

地域の助け合い

① 登録申請の提出

支援を
希望される方

④ 避難支援・
   安否確認など

② 要援護者の登録

③ 情報の提供

市役所

地 域
となり近所の方
など地域の支援者

自治会・町内会
自主防災会

民生委員
・

児童委員
協力 協力

【
市
長
部
局
】

部
長
級　

▼
総
合
政
策
部
長
・
笹
原

文
男
▼
総
合
政
策
部
危
機
管
理
担

当
理
事
・
鈴
木
康
夫
▼
保
健
福
祉

部
長
・
内
藤
隆
行
▼
下
水
道
部
長

　

・
藤
巻
和
仁
▼
議
会
事
務
局
長
・

土
方　

亘

次
長
級　

▼
総
合
政
策
部
次
長
・
坂

本
博
典
▼
総
合
政
策
部
危
機
管
理

担
当
参
事
兼
総
合
政
策
部
危
機
管

理
課
長
事
務
取
扱
・
壱
岐
英
昭
▼

財
務
部
管
財
担
当
参
事
兼
財
務
部

管
財
課
長
事
務
取
扱
・
大
野
通
好

▼
財
務
部
収
税
担
当
参
事
兼
財
務

部
収
税
課
長
事
務
取
扱
・
川
口
久

夫
▼
市
民
経
済
部
次
長
・
能
登
則

之
▼
市
民
経
済
部
次
長
・
堀　

弘

子
▼
市
民
経
済
部
国
保
年
金
担
当

参
事
兼
市
民
経
済
部
国
保
年
金
課

長
事
務
取
扱
・
高
杉　

修
▼
環
境

ク
リ
ー
ン
部
次
長
・
並
木　

隆
▼

街
づ
く
り
計
画
部
都
市
整
備
担
当

参
事
兼
街
づ
く
り
計
画
部
都
市
整

備
課
長
事
務
取
扱
・
中
村
博
史
▼

出
納
室
長
・
加
藤
市
男
▼
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
事
務
部
総
務
担
当
参

事
兼
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
部

総
務
課
長
事
務
取
扱
・
桑
原　

茂

▼
総
合
政
策
部
次
長
・
平
野
澄
彦

▼
総
合
政
策
部
情
報
統
計
担
当
参

事
兼
総
合
政
策
部
情
報
統
計
課
長

事
務
取
扱
・
内
野
光
男
▼
保
健
福

祉
部
保
健
セ
ン
タ
ー
長
・
黒
澤
潤

子
▼
保
健
福
祉
部
次
長
・
中
村
俊

明
▼
環
境
ク
リ
ー
ン
部
西
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
・
鈴
木　

豊

▼
街
づ
く
り
計
画
部
次
長
・
木
下

栄
一
▼
下
水
道
部
次
長
・
森
田
菊

夫
【
教
育
委
員
会
】

次
長
級　

▼
教
育
総
務
部
生
涯
学
習

担
当
参
事
兼
教
育
総
務
部
生
涯
学

習
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱
・

金
子
美
也
子
▼
学
校
教
育
部
次
長

兼
学
校
教
育
部
学
校
教
育
課
長
事

務
取
扱
兼
指
導
主
事
・
平
塚
俊
夫

　
　

市
で
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
、
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、
地
域
の
中
で
災
害
に
か
か
わ
る
情
報
の

伝
達
や
安
否
の
確
認
、
避
難
の
手
助
け
が
迅
速
に
、
安
全
に
行
わ
れ
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

危
機
管
理
課　

☎
２
９
９
８
_
９
３
９
９
5
２
９
９
８
_
９
０
４
２

災
害
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に

〜
災
害
時
要
援
護
者
支
援
事
業
の
お
知
ら
せ
〜

皆
さ
ん
の
善
意
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実証試験の測定結果 焼
却
し
た
と
し
て
も
環
境
へ
の
負
荷
は

少
な
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

な
お
、
指
摘
事
項
に
つ
い
て
は
、
改

善
策
等
を
検
討
し
ま
す
。

②
経
済
的
効
果

　

平
成
17
年
３
月
に
北
野
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
の
埋
立
て
終
了
後
、
市
内

に
は
最
終
処
分
場
が
な
く
な
っ
た
た
め
、

県
営
や
県
外
の
民
間
最
終
処
分
場
に
埋

め
立
て
て
い
ま
す
。
市
の
き
び
し
い
財

政
状
況
の
中
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に

か
か
る
埋
立
経
費
は
平
成
20
年
度
で
約

３
億
円
で
し
た
。
実
証
試
験
の
結
果
か

ら
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
に
伴

い
増
加
す
る
薬
剤
費
や
修
繕
費
等
を
考

慮
し
て
も
、
焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
の
試
算
で
は
、
年
間
約
２

億
７
千
万
円
の
経
費
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

③
最
終
処
分
場
の
状
況

　

最
終
処
分
場
の
残
余
年
数
は
全
国
平

均
で
約
15
・
７
年
と
全
国
的
に
も
ひ
っ

迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
埋
立
量
の
削
減

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

焼
却
す
る
こ
と
に
よ
り
埋
立
量
を
大

き
く
削
減
で
き
ま
す
。

■
周
知
方
法

　

市
内
各
自
治
会
、
町
内
会
を
対
象
に

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
ご
み
の
分
別
方
法

　

ご
み
の
分
別
方
法
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
『
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（

マ
ー
ク

の
つ
い
て
い
る
も
の
）
』
『
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
』
は
、
今
ま
で
ど
お
り
リ
サ
イ
ク

ル
し
ま
す
。

　

『
単
一
素
材
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

（
ポ
リ
バ
ケ
ツ
、
プ
ラ
か
ご
等
）』『
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
』

『
携
帯
電
話
』は
、
拠
点
回
収
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問

▼
資
源
循
環
推
進
課
☎
２
９
９
8
＿

　

９
１
４
６
5
２
９
９
８
＿
９
３
９
４

　

▼
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
課

　

☎
２
９
９
８
＿
５
３
０
０
5
２
９
９

　

４
＿
９
３
９
４

　

平
成
10
年
ご
ろ
所
沢
市
で
は
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
問
題
に
大
き
く
揺
れ
、
当
時

は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
焼
却
す
る
こ
と
が

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
源
の
一
つ
と

考
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
焼
却
し
な
い

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
現
在
ま
で
、
燃
や
さ
な
い

ご
み
と
し
て
収
集
し
、
破
砕
処
理
後
に

金
属
等
の
資
源
物
を
回
収
し
て
、
そ
れ

で
も
残
っ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
埋

立
処
理
を
し
て
い
ま
す
が
、
10
月
よ
り

焼
却
処
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

■
焼
却
処
理
開
始
時
期

　

10
月
１
日
（
予
定
）

■
焼
却
対
象
物

　

「
燃
や
さ
な
い
ご
み
」
と
し
て
収
集

し
、
破
砕
処
理
後
に
金
属
等
の
資
源
物

を
回
収
し
て
残
っ
た
も
の
お
よ
び
資
源

化
に
適
さ
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装

例
…
は
き
も
の
、
ス
ポ
ン
ジ
、
か
ば
ん
、

文
房
具
、
お
も
ち
ゃ
、
ゴ
ム
製
品
等

■
焼
却
場
所

　

東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

■
焼
却
処
理
す
る
こ
と
に
至
っ
た
理
由

①
実
証
試
験
の
結
果

　

昨
年
６
月
の
１
か
月
間
、
東
部
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
を
燃
や
せ
る
ご
み
に
混
合
し
て
焼
却

す
る
実
証
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。　

　

こ
の
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
を
抑
制
す
る

焼
却
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
お
り
、
全

国
的
に
見
て
も
非
常
に
優
れ
た
４
段
階

の
排
ガ
ス
処
理
設
備
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

実
証
試
験
の
結
果
は
、
下
の
と
お
り

で
す
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処

理
や
焼
却
施
設
お
よ
び
環
境
工
学
な
ど

の
専
門
委
員
４
名
の
意
見
を
伺
っ
た
と

こ
ろ
、
増
加
す
る
二
酸
化
炭
素
や
磁
性

物
（
鉄
類
）
の
除
去
な
ど
の
対
応
策
が

必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
事
項
は
あ
り
ま

し
た
が
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
混
合

■
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
へ
の

　

高
校
生
派
遣
生
募
集　

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州
デ
ィ

ケ
イ
タ
ー
市
へ
６
人
の
高
校
生
を
派
遣

し
ま
す
。

日
７
月
28
日
㈬
〜
８
月
11
日
㈬

　

（
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
内
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
13
泊
）

募
集
人
数　

６
人

費
１
人
約
10
万
円
程
度

応
募
資
格　

次
の
す
べ

て
を
満
た
す
方
▼
市

内
在
住
で
高
等
学
校

等
に
在
学
す
る
方
▼ 

市
が
実
施
し
た
海
外

派
遣
事
業
に
参
加
し

た
経
験
の
な
い
方

申
５
月
17
日
㈪
ま
で
に
所
定
の
原
稿
用

紙
３
枚
に
国
際
交
流
に
つ
い
て
の

考
え
を
自
筆
し
、
保
護
者
の
承
諾
書

と
応
募
用
紙
を
企
画
総
務
課
へ
持
参

選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接

面
接
日　

５
月
23
日
㈰

◎
事
前
研
修
を
２
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
帰
国
後
に
体
験
に
基
づ
く
報
告

書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
か
ら
の
高

　

校
生
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

　

デ
ィ
ケ
イ
タ
ー
市
か
ら
６
人

の
高
校
生
を
前
・
後
期
に
分
か

れ
て
受
け
入
れ
ま
す
。

日
７
月
29
日
㈭
〜
８
月
11
日
㈬

　

▼
前
期
…
７
月
29
日
㈭
〜
８

　

月
５
日
㈭
（
７
泊
８
日
）
▼

　

後
期
…
８
月
５
日
㈭
〜
８
月
11
日
㈬

　

（
６
泊
７
日
）

応
募
条
件　

市
内
で
親
子
等
が
同
居
す

　

る
家
庭
で
、
高
校
生
１
人
ま
た
は
２

　

人
を
前
・
後
期
の
い
ず
れ
か
の
期
間

　

で
交
流
・
宿
泊
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

　

る
家
庭

◎
応
募
家
庭
の
中
か
ら
、
家
族
構
成
や

希
望
等
を
考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

◎
受
け
入
れ
家
庭
に
は
、
泊
数
に
応
じ

て
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す
。

申
５
月
28
日
㈮
ま
で
に
応
募
用
紙
を
市

　

役
所
３
階
企
画
総
務
課
へ
持
参

【
共
通
事
項
】

◎
詳
細
は
、
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
募
集
案
内
は
、
企
画
総
務
課
お
よ

び　
HP
市

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問

企
画
総
務
課
☎
２
９
９
８
＿
９
０
４

　

６
5
２
９
９
４
＿
０
７
０
６

◎
今
年
度
よ
り
韓
国
安
養
市
と
の
学
生

交
流
事
業
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
埋
立
処
理
か
ら
焼
却
処
理
へ
変
更
し
ま
す

姉
妹
都
市
間
学
生
交
流
事
業

派
遣
学
生
・
高
校
生
受
け
入
れ
家
庭
を
募
集

▲東部クリーンセンター

　まちづくり交付金事業によるまちづくりの成果について、事後評価を行っ
た結果がまとまりましたので概要を公表します。詳細は、市HPに掲載のほか、
市役所１階市政情報センター、同５階中心市街地整備課で閲覧できます。

■まちづくりの目標達成度の計測

■今後のまちづくりの方策
　　事業効果を分析した結果を踏まえ、災害
に強い都市環境や住環境の整備を進め、定
住人口や来街者の増加によるまちのにぎわ
いの向上を目指し、市の表玄関にふさわし
いまちづくりを進めます。

問中心市街地整備課
　☎２９９８_９３６６5２９９８_９３９４

目標達成度を
測る指標

商店街の歩行者数 各事業の効果が社会経済情勢の変化等
による減少分を引き戻すにとどまった。

快適な居住環境の整理や都市型住宅の
供給により、居住者が増加した。
事業により新設した広場などまつりの
会場が広がったことや、地区内人口の
増加が参加者増につながった。
既存施設よりも幅広い活用ができる文
化・コミュニティ活動の拠点を提供で
きた。

1万6,500人
／11時間

21万3,000人
／年間

8,300人

△

○

○

○

34万人

地区内の居住者数

ところざわまつり
の集客数

文化施設の
利用者数

指標についての効果・要因の整理目標値
(平成21年度)

達成度
（※）

まちづくり交付金事業に係る事後評価結果の公表

◀

文化・コミュニティ活動の拠
点施設の建設前（左）と完成後
（上）

●周辺大気…東部クリーンセン
ター内１か所のほか周辺４か
所および東所沢の一般環境大
気測定局で、環境基準値未満
でした。
●排水…下水道排除基準に規定
された項目すべてが、基準値
未満でした。
●焼却設備…実証試験後に行っ
た設備点検で、異常はありま
せんでした。

●排ガス…ばいじん、硫
黄酸化物、塩化水素、窒
素酸化物、ダイオキシン
類の法定５項目すべてが、
法令による基準値および、
さらに厳しく定めた公害
防止自主基準値未満でし
た。

※達成度　○…目標値を達成できた。△…目標値
の達成には至らなかったが、近年は改善の傾向
が見られる。

事後評価の結果

5　広報　　　　　　　　　　平成22年５月号



所沢市はチャレンジ25キャンペーンに参加しています
問い合わせ　環境総務課
　　　　　　☎2998-9133  52998-9394

　今号から「地球温暖化問題」のさまざまな情報を掲載します。
低炭素化の主役は皆さん一人ひとりです。温暖化防止の意識を行
動に移し地球環境を守りましょう。

◆低炭素化ってなんだ？
　日本は2050年までに温室効果ガスの排出量を1990年から80％減
らして、化石エネルギー中心の社会から脱却する低炭素社会を目
指そうとしています。温室効果ガスの主役「二酸化炭素」の排出
量を減らす低炭素化を進める必要があります。

◆地球温暖化の原因は？
　IPCC（気候変動に関する政府間パネル）では、20世紀半ば以
降の地球温暖化は、人間の活動による温室効果ガスの増加がもた
らした可能性がかなり高いとし
ています。石油やガスなどを使
うことで、地中にあった炭素が、
森林や海が吸収する以上に大気
に放出されたことが原因です。

◆地球で何が起きているの？
　地球の平均気温の上昇、世界
平均海面水位の上昇、山岳氷
河の溶解による泥流や岩なだれ
の発生が確認されており、今後、
感染症の拡大、水不足、食料不
足の発生が指摘されています。

◆低炭素化を進めよう！
　低炭素化を進めるため、一人
ひとりが自分の生活、さらに
は社会の仕組みを今一度見直し、
何をどのように変えるべきか、
何が変えられるのかを考えてい
きましょう。

 

幼
児
用
の
赤
い
長
靴

�

美
原
町　
　

田
中　

雪
江　

　

形
あ
る
も
の
と
し
て
の
宝
物
は
『
幼
児
用
の
赤

い
長
靴
』
2
足
で
す
。
パ

ン
ダ
な
ど
の
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
付
で
、
何
回
か
の
転
居

で
も
持
っ
て
き
ま
し
た
。

　

40
年
近
く
前
、
若
く
し

て
2
児
の
母
親
と
な
り
、

生
活
苦
か
ら
パ
ー
ト
の
仕

事
に
就
き
ま
し
た
。
二

人
が
保
育
園
に
通
う
こ
ろ
、

雨
の
日
の
送
り
迎
え
は
大

変
で
し
た
。
特
に
長
女
は
、
同
じ
年
の
ほ
か
の

子
は
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
る
と
き
に
、
親
の
背
中
に

は
妹
が
い
る
し
、
荷
物
も
あ
る
し
で
、
小
さ
な
傘

を
さ
し
黙
々
と
歩
い
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
、

い
と
お
し
く
け
な
げ
で
、
心
の
な
か
で
ゴ
メ
ン
ネ

と
つ
ぶ
や
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

今
は
、
そ
れ
ぞ
れ
母
と
な
っ
た
娘
た
ち
も
一
緒

に
頑
張
っ
て
い
た
当
時
を
涙
と
と
も
に
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
る
私
の
宝
物
で
す
。

赤
あか

門
もん

　江戸時代に三
み

ヶ
か

嶋
じ ま

流
りゅう

眼
め

医
い

師
し

として知られた
鈴木家の門。鈴木家は、旗本を先祖とし、後に三
ヶ島に土着して、三

さ ん

嶋
と う

館
か ん

赤門と大
た い

明
め い

堂
ど う

黒門の二つの
医家を輩出しました。両家は、明治期まで地域医療
に尽くしましたが、なかでも赤門の系統の鈴木一

い っ

貫
か ん

（1759〜1824）は、眼科
のみならず、さまざまな
病の治療をほどこし、と
くに貧しい人びとに対す
る医療に力を入れたこと
で知られました。赤門自
体は、昭和10年に作家の
中里介山が譲り受け、現
在は羽村市郷土博物館で
保存・公開しています。
ちなみに、黒門は入間市
宮寺の西

さ い

勝
しょう

院
い ん

に移築され
ています。

東
あずま

川
が わ

　市域のほぼ中央を西から東へ流れ、坂之下で柳瀬川に合
流する一級河川です。明治時代の地理書には、「谷

や

戸
と

川」「悪
あ く

水
す い

」
と紹介され、用水より排水路としての役割が大きかったようです。
水源は、三ヶ島一丁目の下田橋からさらにさかのぼった狭山丘陵
北麓谷になります。水源付近はかつて湿地帯でした。

荒
あ ら

幡
は た

の富
ふ

士
じ

　市内荒幡にある富士信仰の山で、明治32年
（1899）に完成しました。当時荒幡村の村社であった浅間神社と
村内の３つの社を一つにするのを機に移築し、境内の富士塚も新
たに築くことになり、村内融和のため村民総出で15年を要して築
きあげました。平成10年には100周年を迎え築山百年祭を開催し
ました。

問い合わせ　生涯学習推進センターふるさと研究
　　　　　　☎２９９１–０３０８ 5２９９１–０３０９

永
遠
の
宝
物

　

�

上
安
松　
　

西
山　

麻
美　

　

数
年
前
ま
で
の
私
の
宝
物
は
、
指
輪
や
バ
ッ
グ

な
ど
で
し
た
。
そ
れ
が
、
妊
娠
が
わ
か
っ
て
か
ら

は
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

繰
り
返
し
た
流
産
、
も
う
無
理
か
な
と
も
思
っ

た
矢
先
に
新
た
な
小
さ
な
宝
物
は
お
腹
で
育
つ
事

が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
1
か
月
近
く
早
く
無
事
に
産
ま
れ
て

き
た
宝
物
の
息
子
も
、
今
は
も
う
1
歳
5
か
月
!

　

毎
日
走
り
回
り
、
笑
っ
て
、
泣
い
て
、
怒
っ
て
、

私
も
一
緒
に
ど
ん
ど
ん
成
長
中
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
や
ん
ち
ゃ
な

宝
物
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
ず
っ
と
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
っ
、
仕
事
が
忙
し
い
の
に
、
い

つ
も
育
児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
パ
パ

も
私
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
だ
か
ら
ね
（
笑
）

　4月9日の吾妻保育園での出来事です。園庭で
園児たちが遊んでいると、どこからか園児の「泣
きわめく声」と先生の「助けてー」の声が聞こえ
ました。声が聞こえる方を見ると遊具などをさび
させて子どもたちの夢を奪う鉄

て つ

錆
さ び

会のボス「サビ
ラー」と「戦闘員」が先生をいじめていました。そ

こへ誰かの「ペンキレンジャーを呼ぼう」との声が…。「ペンキレン
ジャー！」園児たちの声で現れたのが㈱ユーワ工業の塗装職人の皆さ
んで結成した『塗装戦隊ペンキレンジャー』です。
　今回は、市内保育園の遊具を園児と一緒に塗ろうという社会貢献活
動をしているペンキレンジャーのリーダーで、ペインターレッドの室
岡良佑さんをご紹介します。
　昨年5月、室岡さんは物を大切にする心を育てたいとの思いから、
泉町保育園の遊具を園児と一緒にペンキ塗りをしました。しかし、そ
れだけでは面白くないと思い、今回「作業前にペンキ塗りにちなんだ
寸劇を演じ、園児たちにペンキ塗りに興味を持ってもらい、いつも遊
んでいる遊具に自分たちでペンキを塗ることで、物を大切にする心を
育てる機会になればと、塗装戦隊ペンキレンジャーを考案した」と室
岡さんは少年のように目を輝かせながら誕生秘話を話してくれました。

　吾妻保育園で寸劇を披露し「塗装はペンキを塗り重ねて仕上げます。
今回の寸劇も塗装と同様に練習を積み重ねた結果、成功することがで
きました。私たちのチームワークもさらによくなり本当にやってよか
った」と話す室岡さんは満面の笑みを浮かべていました。
　室岡さんは園児たちと協力し、本当は一緒に遊びたくて意地悪をし
たサビラーたちを倒し「みんなで一緒にペンキを塗ろう」と声を掛け
ました。はじめ逃げ回っていた園児たちが、本当のことを話して謝っ
たサビラーたちと一緒にペンキを塗る姿を見て「友達とけんかをした
ときの仲直りの方法も教えられたかな?」と照れながら話しました。
　最後に「子どもたちに喜
んでもらえて、仕事の励み
になった。これからも続け
ていきたい」また、「私た
ちがペンキレンジャーだと
いうことは、くれぐれも子
どもたちには内緒にして欲
しい」と言い残し、室岡さ
ん…いや『ペインターレッ
ド』は去って行きました。

野老っ子
ところところ

ヒマラヤ(東ネパール)のAX010氷河
出典　名古屋大学環境学研究科・雪氷
　圏変動研究室「全国地球温暖化防止
　活動推進センターホームページより」

1978年5月

2004年8月

歴史まめ知識
ところざわ

❶
「低炭素化ってなんだ?」

大丈夫？目指せ
　 低炭素化！　
　温暖化をとめよう

あ

▲市民文化フェアの会場で開催された「第22 回所沢民踊まつり」。
28団体、延べ約800人の皆さんが、青空の下楽しく踊りました。
   ４月３日㈯／所沢航空記念公園
 （撮影：市民カメラマン・岩田洋一）

ペインターレッド　室岡　良佑さん（宮本町）

◆
テ
ー
マ
「
宝
物
」
◆
◆
◆

▲写真本人提供

▲園児とペンキ塗りをするペンキレンジャー

子どもたちとペンキ塗り
「塗装戦隊ペンキレンジャー」

▲赤門（羽村市郷土博物館）

　今号から、所沢市域にかかわる歴史的事項を50
音順に紹介していきます。ご期待ください。

▲満開の桜の花が咲く中、２日間で約９万人が訪れた「第25 
回市民文化フェア」。旧山古志村からは闘牛もやってきました。
 ４月３日㈯、４日㈰／所沢航空記念公園

▲全国から選抜された16チームが所沢に集まり『第１回所沢市長杯全国
社会人女子９人制フレッシュバレーボール大会』が開催されました。
 ４月18日㈰／市民体育館
 （撮影／市民カメラマン・中村　仁）

▲『花と緑のボランティアの会』の皆さんが、今年もたく
さんのこいのぼりを飾りました。その下で、子どもたちが
元気に遊んでいました。（飾り付けは５月13日㈭まで）
 ４月８日㈭／緑町中央公園

広報　　　　　　　　　　平成22年５月号　��　広報　　　　　　　　　　平成22年５月号
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・北野下富線道路築造事業………………… 4億6,803万円
・松葉道北岩岡線道路築造事業…………… 1億2,421万円
・市道4-245号線（ハナミズキ通り）歩道等整備事業
　……………………………………………………9,000万円
・橋りょう維持補修事業………………………… 756万円
・市道4‐737号線外（上藤沢・林・宮寺間新設道路）整
備事業……………………………………………… 450万円
・生活道路整備事業………………………… 2億2,531万円
・道路舗装補修事業………………………… 5億　　　 円
★道路愛称名募集事業…………………………… 123万円
・公営企業法適用事業…………………………… 963万円
・下水道管渠布設事業………………………14億2,816万円
・合流式下水道緊急改善事業……………… 2億1,243万円
★ふるさとの川再生事業……………………………27万円
・日比田水路改修整備事業………………………1,700万円

★特定疾患等医療給付事務受託事業………………23万円
・小児科救急医療病院群輪番制事業…………… 124万円
・小児医療負担金…………………………… 1億6,200万円
・所沢市食育推進計画策定事業………………… 181万円
★子ども医療費助成事業（年齢拡大分）………4,688万円
★子ども手当事業……………………………54億1,142万円
・社会福祉法人立等保育園施設・設備整備費補助事業
　……………………………………………… 2億4,000万円
・確かな学力定着事業…………………………… 547万円
・学習支援員配置事業……………………………4,666万円
・特別支援教育支援員配置事業…………………6,403万円
・校舎等大規模改修事業（耐震補強事業） … 1億3,087万円
　うち、耐震工事設計実施校（17校）
　　上新井小・北野小・林小・宮前小・泉小・三ヶ島小
　　中央小・北小・伸栄小・若松小・富岡小・中富小・
　　美原中・狭山ヶ丘中・向陽中・東中・柳瀬中
　うち、耐震診断調査実施校（５校）
　（北秋津小・中央小・並木小・所沢小・中央中）
・防犯カメラ設置工事〈東所沢小・林小〉…… 500万円
★放課後こども健全育成基本方針策定事業…… 740万円
・放課後支援事業…………………………………4,153万円
・新所沢複合施設建設事業…………………８億1,000万円
★新所沢公民館備品等整備事業…………………2,590万円
・ミヤコタナゴ保護対策事業………………………69万円
・滝の城跡整備事業……………………………… 933万円
・人権教育推進事業……………………………… 163万円
★パークゴルフ場整備事業………………………1,800万円
・所沢シティマラソン大会開催事業…………… 800万円
・市民保養施設利用事業（あったか湯・遊・楽事業）
　………………………………………………………34万円

★事業仕分け実施事業…………………………… 167万円
★包括外部監査事業（継続審査）………………1,542万円
★住記系システム更新実施事業（予算は平成23年度から）
　……………………………………………………… 0万円
★入札監視委員会設置事業………………………… 9万円
・市有財産活用事業……………………………… 578万円
★収納率向上対策事業（コールセンター事業） …2,364万円
★国税連携システム構築事業……………………1,291万円

・地域包括支援センター運営事業………… 2億5,900万円
★障害者支援施設改築整備事業………………… 142万円
★グループホーム等運営補助事業……………… 432万円
・地域福祉コミュニティ推進事業……………… 136万円
★（仮称）総合福祉センター建設検討期間旧庁舎暫定使用
事業………………………………………………… 230万円
・就労支援事業…………………………………… 466万円
★我が家の耐震改修補助事業（追加分）……… 500万円
・高規格救急車整備事業…………………………2,822万円
・救急救命士養成事業…………………………… 770万円
・消防車両更新整備事業…………………………4,524万円
★消防総合訓練場仮設訓練塔整備事業………… 114万円
・市内循環バス運行事業経費……………… 1億5,332万円

・第2期所沢市環境基本計画策定事業 …………1,366万円
★特定化学物質排出量等把握管理システム改修事業 …179万円
★おひさまエネルギー利用促進事業…………… 700万円
・所沢市緑の基本計画改定事業………………… 979万円
・保全緑地用地購入事業…………………………5,937万円
・生ごみ資源化推進事業………………………… 681万円
・し尿処理施設整備事業…………………… 3億6,133万円
★地域の底力支援事業…………………………… 209万円
★市民活動支援センター開設事業………………… 2万円
★新規創業支援事業……………………………… 130万円
・中心市街地活性化拠点施設運営事業分担金… 500万円
・ところざわまつり開催費分担金……………… 800万円
★市制施行60周年記念式典開催事業 …………… 364万円
★市制施行60周年記念事業 ……………………… 946万円
★所沢航空発祥100周年記念事業 ……………… 400万円
★休耕地を活用した地域活性化事業……………1,217万円
★地場農産物販売促進事業……………………… 736万円
・地産地消推進事業……………………………… 498万円
★中央公民館外施設維持管理事業（中央公民館・所沢出
張所・所沢図書館所沢分館・元町地下駐車場）
　……………………………………………… 1億3,253万円
・優良建築物等整備事業費補助事業……………1,214万円
・所沢駅西口地区まちづくり調整事業……………12万円
・日東地区まちづくり調整事業…………………… 8万円
・景観条例（案）・景観計画策定事業………… 399万円
・都市計画道路築造事業（所沢村山線道路築造事業）
　……………………………………………… 2億5,694万円

平成22年度の主な施策（★は新規事業）

分担金及び負担金 11億2,254万円（1.3％・    0.7％）
繰越金…………… 10億　　　円（1.2％・    0.0％）
地方譲与税………… 6億7,900万円（0.8％・    0.0％）
諸収入……………… 7億1,804万円（0.9％・    6.3％）
地方特例交付金…… 5億6,260万円（0.7％・△13.4％）
利子割交付金……… 3億1,400万円（0.4％・    0.0％）
自動車取得税交付金 … 3億1,300万円（0.4％・    0.0％）
国有提供施設等所在市町村助成交付金等
　　　　　　……… 1億7,432万円（0.2％・    0.0％）
財産収入…………… 2億4,391万円（0.3％・    64.9％）
配当割交付金……… 1億2,200万円（0.2％・    0.0％）
交通安全対策特別交付金 … 5,400万円（0.1％・    0.0％）
株式等譲渡所得割交付金 … 3,000万円（0.0％・    0.0％）
ゴルフ場利用税交付金 2,400万円（0.0％・    0.0％）
地方交付税…………… 1,500万円（0.0％・    0.0％）
寄附金……………………… 7万円（0.0％・△14.8％）

議会費……………… 5億5,523万円（0.7％・△  1.2％）
商工費……………… 3億1,811万円（0.4％・△41.6％）
農林水産業費……… 2億9,561万円（0.4％・  13.6％）
諸支出金…………… 1億1,128万円（0.1％・△  8.9％）
労働費………………… 8,831万円（0.1％・△15.5％）
予備費………………… 5,000万円（0.1％・    0.0％）
災害復旧費………………… 1万円（0.0％・    0.0％）

歳 入
837億
3,400万円

歳 出
837億
3,400万円

使用料及び手数料……16億2,644万円（1.9％・  2.7％）

民生費…………… 348億6,676万円（41.6％・ 17.6％）

地方消費税交付金
24億1,800万円
（2.9％・△  0.0％）

市債
45億9,452万円
（5.5％・  3.4％）

県支出金
43億8,017万円
（5.2％・23.0％）

繰入金
27億 497万円

（3.2％・△  21.5％）

国庫支出金
118億 287万円
（14.1％・25.8％）

市税…… 508億3,455万円（60.7％・△  4.0％）

消防費
35億1,187万円
（4.2％・△  5.2％）

教育費……………95億5,052万円（11.4％・△  19.4％）

公債費
73億2,159万円
（8.7％・  1.1％）

衛生費
95億1,761万円
（11.4％・△1.1％）

総務費
94億 588万円
（11.2％・ 0.1％）

土木費
81億4,122万円
（9.7％・△18.4％）

Smile (笑顔)
子どもたちに笑顔を！

Save (節約)
生活者の目線で市役所改革
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　自治基本条例づくりは、素案を作る段階に入っています。
　市民検討委員会での条例素案の検討は「市民自治の実現」という考え
方を基本として、市民の皆さんの声をできるかぎりたくさん盛り込んで
いくという方式をとりました。そのため、昨年の10月から12月にかけ
て「自治基本条例」の基本的な考え方等についてご意見やお考えをいた
だいた市民対話集会と、今年の３月から４月にかけて条例素案（案）に
ついて、ご意見や追加すべき条項
についてのお考えをいただいた市
民対話集会を経て、貴重なご意見
がたくさん積みあがりました。あ
りがとうございました。今後は、
６月に条例素案についてパブリッ
クコメントを募集する予定です。
　なお、これまでの市民検討委
員会の活動状況や条例素案（案）は、
市HPまたは、政策企画課でご覧に
なれます。
問政策企画課　☎２９９８ _９０２７5２９９４ _０７０６

「みんなでつくろう！所沢の憲法」
（仮称）まちづくり基本条例＜自治基本条例＞　⑦

　市民の皆さんから寄せられた
一つ一つの思いを積み重ねた

「自治基本条例」

迷惑しています！！放置自転車
　駅前等の広場や道路上に「ちょっとだけなら」、「じぶんだけなら」、
「みんな停めているから」などの理由で置かれた放置自転車が、通行の
邪魔をしています。また、高齢者や障がい者の方や子どもたちが、自転
車にぶつかるなど、事故になる
場合があります。自転車は放置
しないでください。
■下記の実施日からは、返還手
　数料が変わります
▶平成22年10月１日の撤去分
　から1,000円→2,000円に！
▶平成23年10月１日の撤去分
　から2,000円→3,000円に！
問交通安全課
　☎２９９８ _９１４０

▶放置自転車は、市
で撤去し保管場
所に移送します。

▶自転車返還時に
は、手数料がか
かります。

▲市民検討委員会の様子

迷惑しています！！放置自転車
返還時の手数料が

10月１日の撤去分から
2,000円に！

平成22年度所沢市の予算総額は1,506億9,801万円
一般会計837億3,400万円・特別会計562億5,579万円・事業会計107億822万円

　平成22年度の所沢市の財政状況は、歳入の根幹
となる市税収入が、個人所得の大幅な減少や企業
収益の急激な悪化等により、平成21年度に続き個
人市民税を中心に大きく減少するものと見込ま
れます。また、歳出においては、生活保護扶助費
の増大、子ども医療費助成事業の年齢拡大、さら
に、新所沢複合施設建設費、し尿処理施設整備事
業費など山積する諸課題への対応の必要から、財
政需要が増大しています。
　このような厳しさを増す財政状況のなかで、平
成22年度の予算編成にあたりましては、限りある
財源を効果的に活用するため、行政運営の合理
化、効率化、適正化に努めたうえで、行政評価に

おける評価結果や総合計画における調整結果を予
算編成に反映させ、財源の合理的、効率的、重点
的な配分に努めました。
　その結果、一般会計予算は対前年度比0.8％の
増、837億3,400万円となりました。
　予算の詳細については、市役所1階市政情報セ
ンター、各出張所、各図書館で予算の閲覧を行
っているほか、市HPでも概要をお知らせしていま
す。
◎この項に掲載している金額は、1万円未満を四
捨五入しています。
問い合わせ　財政課
　☎２９９８-９０３０5２９９４-０７０６

区　分 当初予算額 構成比（％） 伸び率（％）
人 件 費 228億6,291万円 27.3 △0.5
物 件 費 145億1,163万円 17.3 △0.2
維 持 補 修 費 19億5,205万円 2.3 △6.8
扶 助 費 196億8,125万円 23.5 37.2
補 助 費 等 53億7,201万円 6.4 △5.3
普通建設事業費 48億7,054万円 5.8 △40.2
災 害 復 旧 費 1万円 0.0 0.0
公 債 費 73億2,158万円 8.8 1.1
積 立 金 1,100万円 0.0 △2.0
投資及び出資金 0万円 0.0 0.0
貸 付 金 4,500万円 0.1 50.0
繰 出 金 70億5,602万円 8.4 △11.9
予 備 費 5,000万円 0.1 0.0
歳  出  合  計 837億3,400万円 100.0 0.8

一般会計予算性質別一覧表

会　計　名 当初予算額 伸び率（％）
下 水 道 69億4,500万円 △1.3
交 通 災害共済 4,480万円 △1.3
狭山ケ丘駅東口
土地区画整理 15万円 △25.0

狭 山 ケ 丘 土
地 区 画 整 理 1億9,000万円 11.8

第二上新井特定
土地区画整理 54万円 △99.8

国 民 健康保険 317億9,000万円 △2.1
老 人 保 健 730万円 △47.1
介 護 保 険 143億5,700万円 6.3
後 期 高 齢 29億2,100万円 8.8
合 計 562億5,579万円 0.1

年　度 当初予算額 伸び率（％）
18     787億円 3.3
19     813億円 3.3
20     816億7,000万円 0.5
21     831億円 1.8
22     837億3,400万円 0.8

会　計　名 当初予算額 伸び率（％）
水 道 87億3,798万円 △1.6
病 院 19億7,024万円 6.6
合 計 107億  822万円 △0.2

特　

別　

会　

計

年
度
別
一
般
会
計
当
初
予
算

事
業
会
計

一般会計予算款別グラフ ◎カッコ内の数値は左が構成比、
右が前年度に対する伸び率です。

Safety (安心)
生活が第一・あったか市政

Soft (自然)
人と自然が共生する所沢
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子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
応
じ
ま
す
。

受
付
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６

時
（
祝
休
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◎
子
ど
も
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て
の
面

接
相
談
（
予
約
制
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。

☎
０
４
８
_
８
２
２
_
７
０
０
７

 

問

県
・
こ
ど
も
安
全
課

　

☎
０
４
８
_
8
3
4
_
8
7
5
5

　

こ
ど
も
災
害
見
舞
金
は
、
平
成
22
年

９
月
30
日
㈭
を
も
っ
て
制
度
が
廃
止
に

な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
９
月
30
日
㈭
以

前
に
け
が
を
し
た
場
合
は
、
受
傷
時
か

ら
２
年
以
内
で
あ
れ
ば
請
求
で
き
ま
す
。

◆
こ
ど
も
災
害
見
舞
金
制
度

対

受
傷
時
に
所
沢
市
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
義
務
教
育

終
了
時
（
中
学
校
３
年
生
）
ま
で
の

子
ど
も

請
求
方
法　

次
の
書
類
を
市
役
所
２
階

　

こ
ど
も
支
援
課
へ
提
出

①
こ
ど
も
災
害
見
舞
金
請
求
書
（
保
護

　

者
が
記
入
）

②
医
師
の
診
断
書
（
治
療
期
間
、
治
療

　

実
日
数
が
記
載
の
も
の
。
１
等
級
の

　

請
求
は
死
亡
診
断
書
ま
た
は
検
案
書
）

③
口
座
振
替
依
頼
書

④
印
鑑
（
朱
肉
で
押
印
す
る
も
の
）

【
留
意
事
項
】

●
次
の
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

•
交
通
事
故
に
よ
る
け
が

•
小
・
中
学
校
で
の
け
が

•
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受
け
て

い
る
子
ど
も
の
け
が

•
医
療
費
の
助
成
を
受
け
て
い
る
子
ど

も
の
け
が
等

●
請
求
後
、
対
象
外
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
診
断
書
の
経
費
等
の
返
金
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
傷
害
の
程
度
が
、
基
準
に
適
合
す
る

か
十
分
ご
確
認
の
う
え
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

問

こ
ど
も
支
援
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
２
４

入
園
料
助
成
金　

１
５
、０
０
０
円（
園

　

児
１
人
に
つ
き
１
回
限
り
）

保
育
料
助
成
金
（
年
額
）
▼
３
歳
児
…

３
４
、
０
０
０
円
▼
４
・
５
歳
児（
第

１
子
）
…
２
４
、
０
０
０
円
▼
４
・

５
歳
児
（
第
２
子
）
…
２
９
、
０
０

０
円

対

次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当

①
園
児
・
保
護
者
と
も
に
市
内
に
住
所

　

が
あ
る
こ
と

②
保
護
者
が
市
税
（
平
成
21
年
度
課
税

　

分
ま
で
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

③
園
児
が
平
成
22
年
度
に
60
日
以
上
在

　

園
し
て
い
る
こ
と
（
保
育
料
助
成
金

　

の
場
合
）

申

５
月
12
日
㈬
ま
で
に
、
通
園
先
の
幼

　

稚
園
か
ら
配
付
さ
れ
る
申
請
書
を
同

　

園
へ
直
接

◎
市
外
の
幼
稚
園
の
方
は
、
通
園
先
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

こ
ど
も
支
援
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
２
４

　

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
を
防
止
す
る
た
め
６
月
１
日
㈫

か
ら
同
制
度
を
開
始
し
、
住
民
票
の
写

し
等
を
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、
事

前
に
通
知
希
望
の
登
録
を
さ
れ
た
方
に

そ
の
交
付
の
事
実
を
通
知
し
ま
す
。

◎
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

市
民
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
８
７

指　

定　

▼
協
立
設
備
㈱
（
桶
川
市
下

　

日
出
谷
３
０
２
_
６
☎
０
４
８
_
７

　

８
６
_
４
５
５
７
）
▼
日
開
設
備
工

　

業
㈱
（
川
越
市
大
中
居
３
９
０
_
１

　

☎
０
４
９
_
２
３
５
_
８
６
１
１
）

　

▼
㈱
岡
田
工
務
店
（
皆
野
町
皆
野
31

 
_
５
☎
０
４
９
４
_
62
_
３
２
３
６
）

問

下
水
道
維
持
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
２
1
1

　

５
月
20
日
㈭
か
ら
新
た
に
公
共
下
水

道
処
理
区
域
を
拡
大
す
る
た
め
、
公
示

お
よ
び
関
係
図
面
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
19
日
㈬
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
問

市
役
所
５
階
下
水
道
維
持

課
☎
２
９
９
８
_
９
２
１
１

◆
検
針
委
託

法
人
名
等　

ア
ク
ア
イ
ー
ス
ト
㈱
（
志

　

木
市
上
宗
岡
２
_
20
_
31
☎
０
４
８

　

_
４
７
５
_
１
５
１
１
）

委
託
内
容　

給
水
区
域
内
の
検
針
事
務

◆
収
納
委
託

法
人
名
等　

Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

　

サ
ー
ビ
ス
㈱
（
東
京
都
港
区
三
田
３

　

_
５
_
27
☎
0
3
_
５
４
４
４
_
１
５

　

１
８
）

委
託
内
容　

国
内
の
指
定
コ
ン
ビ
ニ
エ

　

ン
ス
・
ス
ト
ア
で
の
収
納
事
務

問

水
道
部
営
業
課

　

☎
２
９
２
１
_
１
０
８
０

◆
雨
水
浸
透
ま
す
と
は

構　

造　

底
と
横
に
水
抜
き
用
の
穴
が

　

あ
り
、
周
り
を
小
石
で
囲
む

効　

果　

雨
水
を
地
下
に
し
み
込
み
や

　

す
く
し
、
地
下
水
の
確
保
に
役
立
つ

◎
急
傾
斜
地
等
に
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

◆
支
給
条
件

対
象
物
件　

市
内
の
▼
住
宅
な
ど
の
建

築
物
▼
駐
車
場
な
ど
の
土
地
（
た
だ

し
開
発
行
為
対
象
物
件
は
除
く
）

支
給
材
料　

雨
水
浸
透
ま
す
（
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
製
品
ま
た
は
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ

　

ン
製
品
）
、
砕
石
、
透
水
シ
ー
ト

申

所
沢
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事

　

店
に
依
頼

◎
設
置
工
事
は
、
同
工
事
店
が
行
い
、

費
用
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

問

下
水
道
維
持
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
２
１
１

◆
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
と
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
所
在

す
る
固
定
資
産
（
土
地
・
家
屋
・
償
却

資
産
）
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
都
市
計
画
税
は
、

都
市
計
画
法
に
基
づ
い
て
行
う
都
市
計

画
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
に
充
て

る
た
め
の
目
的
税
で
す
。

◆
納
め
る
人
は

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
の

所
有
者
が
そ
の
年
度
の
納
税
義
務
者
と

な
り
、
年
の
途
中
で
所
有
者
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
で
も
年
税
額
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
昨
年
と
比
較
す
る
と
税
額
は

　

今
年
度
の
課
税
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
の
縦
覧

・
閲
覧
（
広
報
と
こ
ろ
ざ
わ
４
月
号
に

掲
載
）
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問

資
産
税
課
☎
２
９
９
８
_
９
0
６
８

【
悪
質
訪
問
販
売
の
手
口
】

　

次
の
よ
う
な
話
を
す
る
訪
問
販
売
に

は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

•「
一
般
家
庭
に
も
消
火
器
を
設
置
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」

•「
消
防
署
の
依
頼
で
来
ま
し
た
」

•「
お
宅
の
消
火
器
は
、
点
検
が
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
交
換
が
必
要
で
す
」

◎
消
防
職
員
が
消
火
器
を
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消
防
署
か
ら
業
者

に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
強

引
に
購
入
を
勧
め
る
業
者
に
は
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

【
不
審
に
思
っ
た
と
き
は
】

•
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求
め
る
。

•
は
っ
き
り
と
拒
否
す
る
。

•
契
約
書
に
ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い
。

•
そ
の
場
で
消
防
本
部
に
問
い
合
わ
せ

を
す
る
。

問

消
防
本
部
予
防
課

　

☎
２
９
２
９
_
９
１
２
１

「
子
ど
も
ス
マ
イ
ル
ネ
ッ
ト
」

電
話
相
談
窓
口
を
開
設

所
沢
市
こ
ど
も
災
害
見
舞
金
が

廃
止
に
な
り
ま
す

私
立
幼
稚
園
保
護
者
負
担
軽
減
交
付
金

雨
水
浸
透
ま
す
の
材
料
支
給
制
度

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
の
指
定

公
共
下
水
道
処
理
区
域
拡
大
に
伴
う
縦
覧

消
火
器
の
訪
問
点
検
・
販
売
に

ご
注
意
を
！

住
民
票
の
写
し
等
の

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

水
道
料
金
等
の
検
針
と
収
納
委
託

お
知

　

ら
せ

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送

N

開花時期　４月下旬から５
月下旬ごろ

◎開花情報は、市ホームペ
ージ（「お花畑」で検索）
でご覧になれます。

日５月22日㈯、23日㈰午前
９時～午後２時（雨天決行）
◎売り切れしだい終了となります。
場埋蔵文化財調査センター南側のお花畑（案内図参照）
内地元農産物の直売会、狭山茶の無料接待
◎直売会は、買物袋（マイバック）を持参してください。
交　通　小手指駅南口下車、散歩道（小手指ヶ原古戦場と
狭山湖コース）の順路で徒歩30分。または、同駅南口から
「早稲田大学」行きバスで「所沢ロイヤル病院前」下車５
分。なお、お花畑には駐車場がありません。ご来場の際は、
電車・バス・徒歩等でお越しください。

問農政課☎２９９８-９１５８

日５月22日㈯、23日㈰午前８時30分～午後４時
場埋蔵文化財調査センター（北野２-12-１）
内▶市の遺跡から出土した土器・石器等の展示▶館内案内
（展示物・収蔵庫・ミヤコタナゴ飼育室等）▶平成21年度
発掘調査の概要報告▶スライド映写▶ミヤコタナゴの人工
授精の実演と説明（午前11時～）▶火おこし体験ほか

問埋蔵文化財調査センター☎２９４７-００１２

案内図

お花畑  地元農産物直売会  文化財
足を運んでみませんか！

お花畑

地元農産物の直売会

埋蔵文化財調査センター臨時開館

▲昨年５月のお花畑の様子

広報　　　　　　　　　　平成22年５月号　10
情 報 館

【情報館】•特にことわりのないものは5月6日㈭から申し込みを受け付けます。•費用等の記載がないものは無料です。

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ 市HP市ホームページ「広報紙ピックアップ」 Eメール
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◆
主
な
変
更
内
容

①
所
沢
都
市
計
画
道
路
【
県
決
定
】

　

新
所
沢
駅
西
口
地
区
の
駅
前
広
場
を

約
３
、
６
０
０
㎡
か
ら
約
４
、
４
０
０

㎡
に
拡
張
。
都
市
計
画
道
路
（
新
所
沢

駅
前
通
り
）
の
延
長
を
約
１
、
８
６
０

ｍ
か
ら
１
、
８
４
０
ｍ
に
変
更
。
車
線

数
を
２
と
決
定

②
所
沢
都
市
計
画
地
区
計
画
【
市
決
定
】

　

新
所
沢
駅
西
口
地
区
地
区
計
画
を
新

規
に
指
定

③
所
沢
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防

　

火
地
域
【
市
決
定
】

　

新
所
沢
駅
西
口
地
区
地
区
計
画
の
新

規
指
定
に
あ
わ
せ
、
「
準
防
火
地
域
」

の
一
部
を
「
防
火
地
域
」
に
変
更

縦　

覧　

関
係
図
書
は
、
市
役
所
2
階

都
市
計
画
課
で
縦
覧

問
都
市
整
備
課
☎
２
９
９
８
_
９
２
０
８

　

ご
意
見
が
あ
る
場
合
は
、
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

縦
覧
期
間　

５
月
14
日
㈮
〜
27
日
㈭
午

　

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所
問

市
役
所
２
階
都
市
計
画
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
９
２

　

市
で
は
、
既
存
単
独
処
理
浄
化
槽
ま

た
は
く
み
取
り
便
槽
か
ら
、
専
用
住
宅

で
浄
化
槽
（
処
理
対
象
人
員
10
人
槽
以

下
）
に
転
換
し
て
設
置
す
る
方
へ
工
事

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

▼
公
共
下
水
道
認
可
区
域
以
外
の
地
域

ま
た
は
公
共
下
水
道
認
可
区
域
内
の

地
域
で
下
水
道
の
整
備
が
当
分
の
間

（
原
則
と
し
て
７
年
以
上
）
見
込
ま

れ
な
い
地
域
の
方

▼
浄
化
槽
処
理
水
を
河
川
、
県
道
・
市

道
の
側
溝
な
ら
び
に
水
路
等
へ
放
流

可
能
な
区
域
の
方
、
ま
た
は
浄
化
槽

処
理
水
を
地
下
浸
透
す
る
場
合
に
埼

玉
県
と
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
る
方

◎
住
居
の
新
築
ま
た
は
増
改
築
（
人
槽

変
更
を
必
要
と
す
る
場
合
）
に
伴
う
浄

化
槽
の
設
置
は
、
補
助
の
対
象
外
で
す
。

補
助
枠　

予
算
の
範
囲
内
で
４
基
程
度

◎
申
請
前
に
着
工
し
た
工
事
に
は
補
助

で
き
ま
せ
ん
。
な
お
、
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
し
、
少
な
い
場
合
は

期
間
終
了
後
も
順
次
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
19
日
㈬

抽
選
日
場

５
月
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
／

市
役
所
５
階
５
０
２
会
議
室

申 

問

市
役
所
５
階
資
源
循
環
推
進
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
４
６
へ
直
接

　

市
で
は
、
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
「
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
購
入
し
た
が
、
取
り
付
け
ら
れ

な
く
て
困
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
方
の

お
宅
へ
消
防
職
員
が
う
か
が
い
、
取
り

付
け
作
業
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対

市
内
の
住
宅

申 

問
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
、
消

　

防
本
部
予
防
課
☎
２
９
２
９
_
９
１

２
１
5
２
９
２
９
_
９
１
２
８

b29299121@
city.tokorozaw

a.

saitam
a.jp

へ
直
接
・
電
話
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
連
絡

◎
消
防
職
員
は
取
り
付
け
作
業
の
み
行

い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
事
前

に
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、

　

で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
が

一
定
の
基
準
以
上
に
な
る
と
、
光
化
学

ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。
注
意
報
等
の
発
令
時
に
は
、

自
動
車
の
使
用
や
、
外
出
、
屋
外
で
の

運
動
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
等
の
状
況
は
、

次
の
HP

等
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
環
境
対
策
課
☎
２
９
９
８
_
９
２
３
０

指　

定　

▼
日
開
設
備
工
業
㈱
（
川
越

市
大
中
居
３
９
０
_
１
☎
０
４
９
_

２
３
５
_
８
６
１
１
）
▼
協
立
設
備

㈱
（
桶
川
市
下
日
出
谷
３
０
２
_
６

☎
０
４
８
_
７
８
６
_
４
５
５
７
）

▼
㈱
岡
田
工
務
店
（
秩
父
郡
皆
野
町

皆
野
31
_
５
☎
０
４
９
４
_
62
_
３

２
３
６
）
▼
吉
岡
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
㈲
（
世
田
谷
区
千
歳
台
３
_
９
_

16
☎
03
_
３
４
８
４
_
０
９
５
９
）

代
表
者
お
よ
び
住
所
等
変
更　

㈱
小
林

設
備
工
業
（
清
瀬
市
梅
園
３
_
３
_

37
・
旧
…
３
_
18
_
１
／
代
表
取
締

役　

小
林
雄
治
・
旧
…
小
林
好
雄
）

問

水
道
部
給
水
課

　

☎
２
９
２
１
_
１
０
８
２

　

県
が
指
定
し
た
難
病
で
治
療
を
受
け

て
い
る
方
に
、
毎
年
度
１
回
２
万
５
千

円
の
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
該

当
す
る
方
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対

市
内
に
住
所
を
有
し
、
特
定（
指
定
）

疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
小
児
慢

性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
（
所
沢
市
重
度
心

身
障
害
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福

祉
手
当
受
給
者
を
除
く
）

申 

問
①
特
定
（
指
定
）
疾
患
医
療
受
給

者
証
ま
た
は
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
証
②
印
鑑
③
振
込
先
金
融

機
関
の
本
支
店
名
・
口
座
番
号
が
わ

か
る
も
の
（
20
歳
以
上
の
方
は
本
人

名
義
の
口
座
）
を
市
役
所
１
階
障
害

福
祉
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
１
６
へ

直
接

対

市
内
に
在
住
の
被
爆
者
健
康
手
帳
を

お
持
ち
の
方

入
院
見
舞
金　

３
万
円
（
年
度
１
回
）

◎
葬
儀
執
行
者
の
方
へ
は
、
葬
祭
費
の

支
給
が
あ
り
ま
す
。

問
福
祉
総
務
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
１
３

◆
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

　

所
沢
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定

健
診
の
実
施
対
象
者
に
受
診
券
（
有
効

期
限
あ
り
）
を
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
、

同
封
の
ご
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対

所
沢
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40

歳
〜
74
歳
ま
で
の
方

◎
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
人
間
ド
ッ
ク

と
合
わ
せ
て
年
度
内
１
回
に
限
り
ま
す
。

特
定
健
診
受
診
券
の
送
付　

５
月
下
旬

　

か
ら
８
月
下
旬
ま
で
に
順
次
送
付

受
診
で
き
る
医
療
機
関　

市
内
の
協
力

医
療
機
関

自
己
負
担
金　

８
０
０
円

◆
特
定
保
健
指
導

　

健
診
結
果
か
ら
生
活
習
慣
改
善
の
必

要
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
方
に
、
保

健
師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
事
業
（
特
定
保
健
指
導
）

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。

問

▼
国
民
健
康
保
険
特
定
健
診
に
関
す

る
こ
と
…
国
保
年
金
課
☎
２
９
９
８

_
９
１
３
１
▼
特
定
保
健
指
導
に
関

す
る
こ
と
…
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保

健
課
☎
２
９
９
１
_
１
８
１
１
▼
75

歳
以
上
の
健
康
診
査
に
関
す
る
こ
と

…
福
祉
総
務
課
☎
２
９
９
８
_
９
１

　

１
３

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
承
認
さ
れ
れ

ば
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
を
あ

と
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◎
申
請
は
年
度
ご
と
に
必
要
で
す
。

申 
市
役
所
１
階
国
保
年
金
課
ま
た
は
出

張
所
へ
、
年
金
手
帳
・
学
生
証
、
印

鑑
お
よ
び
身
分
証
明
書
（
代
理
人
に

よ
る
申
請
の
場
合
）
を
持
参

問
国
保
年
金
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
９
５

時

▼
夜
間
…
５
月
６
日
㈭
、
27
日
㈭
、

28
日
㈮
、
31
日
㈪
、
６
月
１
日
㈫
午

後
５
時
〜
８
時
▼
休
日
…
５
月
30
日

㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

市
税
の
内
訳　

市
・
県
民
税
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、

事
業
所
税
等

◎
納
税
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

場 

問

市
役
所
２
階
収
税
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
０
７
３

　

一
斉
美
化
清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し

ょ
う
。
居
住
地
周
辺
の
道
路
、
公
園
、

水
路
等
の
ご
み
を
次
の
よ
う
に
分
別
し
、

午
前
10
時
ま
で
に
指
定
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。
市
の
収
集
車
が
回
収
し

ま
す
。

分
別
方
法　

▼
燃
や
せ
る
ご
み
▼
燃
や

　

さ
な
い
ご
み
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ペ

　

ッ
ト
ボ
ト
ル
含
む
）
▼
び
ん
・
か
ん

◎
「
環
境
美
化
の
日
」
に
集
め
ら
れ
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
含

む
）
は
、
道
路
や
水
路
等
に
散
乱
し
て

汚
れ
て
い
る
た
め
、
当
日
に
限
り
燃
や

さ
な
い
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
家
庭
や
事
業
所
で
不
用
に
な
っ

た
自
転
車
・
家
具
・
家
電
品
等
は
絶
対

に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
自
治
会
等
の
都
合
に
よ
り
当

日
に
実
施
で
き
な
い
場
合
は
、
別
の
日

に
環
境
美
化
の
日
を
実
施
で
き
ま
す
。

問
生
活
環
境
課
☎
２
９
９
８
_
９
３
７
０

　

小
型
犬
で
も
装
着
し
や
す
い
よ
う
、

平
成
22
年
度
か
ら
犬
の
鑑
札
を
小
さ
く

し
ま
し
た
。
（
実
物
大
）

問
生
活
環
境
課
☎
２
９
９
８
_９
３
７
０

◆
段
差
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
撤
去

　

車
庫
前
な
ど
の
道
路
上
に
段
差
ブ
ロ

ッ
ク
や
鉄
板
等
を
置
く
と
、
通
行
の
妨

げ
に
な
り
危
険
で
す
。
道
路
上
の
段
差

ブ
ロ
ッ
ク
等
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
と
の
段
差
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
市
へ
申
請
す
る
こ
と
で
、
歩
道
や

側
溝
の
切
り
下
げ
工
事
を
施
工
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
工
事
費
は

自
費
と
な
り
ま
す
。

◆
樹
木
の
剪せ

ん

定て
い

　

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は
、
通
行

の
妨
げ
に
な
る
と
と
も
に
、
交
通
標
識

の
確
認
が
で
き
ず
、
交
通
事
故
の
原
因

に
も
な
り
ま
す
。
定
期
的
な
樹
木
の
剪

定
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
道
路
維
持
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
６
８

新
所
沢
駅
西
口
地
区
の

都
市
計
画
を
変
更

生
産
緑
地
地
区
の
変
更
に
伴
う

都
市
計
画
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

取
り
付
け
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
ご
注
意
を

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
指
定
等

平
成
22
年
度
難
病
患
者
見
舞
金

市
税
の
夜
間
・
休
日
納
税
窓
口

国
民
健
康
保
険
の

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例

被
爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に

入
院
見
舞
金
等
を
支
給

犬
の
鑑
札
が
変
わ
り
ま
し
た

道
路
を
快
適
に
利
用
す
る
た
め
に

5
月
30
日
は
春
の
「
環
境
美
化
の
日
」

◀
変
更
後

◀
変
更
前

HP

HP

☎・5

■補助金額の区分
人槽算定基準
（住宅延べ面積） 人槽区分 補助金額

（円）
130㎡以下 ５人槽 332,000 
130㎡超 ６・７人槽 414,000 
130㎡超の
２世帯住宅等 ８～10人槽 548,000 

◎補助金額は１基あたりで、高度処理型浄化
槽を設置した場合は金額が変わります。なお、
既存の単独処理浄化槽またはくみ取り便槽を
処分する場合は、６万円を補助金額に加算し
て交付します。

11　広報　　　　　　　　　　平成22年５月号
情 報 館

i n f o r m a t i o n

◆ファックスでの問い合わせを希望する方は、広報課（52994-0706）へファックスしてください。
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奨
励
金
額　

対
象
処
理
機
器
の
購
入
価

格
の
２
分
の
１
の
金
額
（
上
限
１
万

円
／
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

対
象
と
な
る
処
理
機
器
等　

▼
コ
ン
ポ

ス
タ
ー
▼
Ｅ
Ｍ
容
器
（
発
酵
資
材
２

kg
を
含
む
）
▼
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
▼
通
気
式
生
ご
み
容
器
▼
そ
の
他

減
量
・
資
源
化
効
果
が
得
ら
れ
る
生

ご
み
処
理
容
器

問

資
源
循
環
推
進
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
４
６

対

次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当

▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る

▼
介
護
保
険
の
要
介
護
４
以
上
の
認
定

を
受
け
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
高

齢
者
と
同
居
し
て
介
護
し
て
い
る

▼
申
請
日
直
近
１
年
の
間
に
６
か
月
以

上
継
続
し
て
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

支
給
額　

４
万
円
（
年
１
回
）

問

高
齢
者
支
援
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
２
０

◆
妊
娠
の
届
け
出

　

妊
娠
が
わ
か
っ
た
ら
、
早
期
に
妊
娠

の
届
け
出
を
行
い
、
母
子
健
康
手
帳
と

妊
婦
健
康
診
査
受
診
票
・
助
成
券
を
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
２
階
こ
ど
も
支
援
課
、
出
張
所

の
窓
口
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
14
回
分
の
妊
婦
健
康
診
査

の
費
用
の
一
部
助
成
を
行
っ
て
ま
す
。

　

受
診
票
等
に
記
載
さ
れ
た
項
目
以
外

の
検
査
費
用
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
転
出
さ
れ
た
場
合
は
、
所
沢
市

の
受
診
票
等
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

転
出
先
の
市
区
町
村
で
受
診
票
等
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
診
票
…
受
診
票
に
記
載
さ
れ
た
検

査
項
目
の
み
助
成
の
対
象

▼
助
成
券
…
妊
婦
健
康
診
査
の
費
用
の

う
ち
３
、
０
０
０
円
分
の
費
用
を
助

成
す
る
券

◎
助
成
券
は
妊
婦
健
康
診
査
以
外
に
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
受
診
票
と

助
成
券
は
、
同
じ
日
に
使
用
で
き
な
い

の
で
、
検
査
の
内
容
に
合
わ
せ
て
、
ど

ち
ら
か
を
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問

保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
課

　

☎
２
９
９
１
_
１
８
１
１

◆
乙
種
防
火
管
理
講
習

日 

場
５
月
23
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
／
消
防
本
部

定

申
し
込
み
先
着
１
０
０
人

費

３
、
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
14
日
㈮

◆
第
１
回
甲
種
防
火
管
理（
新
規
）講
習

日 

場
５
月
29
日
㈯
・
30
日
㈰
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
消
防
本
部

定

申
し
込
み
先
着
１
０
０
人

費

３
、
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付
期
間　

▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

…
５
月
６
日
㈭
〜
19
日
㈬
▼
ほ
か
の

方
…
５
月
13
日
㈭
〜
19
日
㈬

◆
第
２
回
甲
種
防
火
管
理（
新
規
）講
習

日 

場
６
月
16
日
㈬
・
17
日
㈭
い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
／
消
防
本
部

定

申
し
込
み
先
着
１
０
０
人

費

３
、
６
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付
期
間　

▼
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
…

５
月
24
日
㈪
〜
６
月
４
日
㈮
▼
ほ
か

の
方
…
５
月
31
日
㈪
〜
６
月
４
日
㈮

◆
防
災
管
理
（
新
規
）
講
習

日 

場
６
月
８
日
㈫
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
／
消
防
本
部

定

申
し
込
み
先
着
１
０
０
人

費

２
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

◎
防
災
管
理
講
習
は
、
規
模
の
大
き
い

建
物
に
必
要
な
防
災
管
理
者
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
講
習
で
、
甲
種
防
火

管
理
新
規
講
習
を
修
了
し
た
方
が
受
講

で
き
ま
す
。
防
火
管
理
講
習
と
は
異
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申 

問
受
付
期
間
内
に
、
消
防
本
部
、
中

央
・
東
消
防
署
、
各
分
署
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙（　

か
ら
入
手
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
消
防

本
部
予
防
課
☎
２
９
２
９
_
９
１
２

１
5
２
９
２
９
_
９
１
２
８
へ
テ
キ

ス
ト
代
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
代
理

人
が
直
接
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

日 

場
６
月
20
日
㈰
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
／
消
防
本
部

内

心
肺
そ
生
法
（
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）
、

止
血
法
、
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
の

手
当
要
領
、
搬
送
法
等

対

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
で
中
学
生

以
上
の
方

定

申
し
込
み
先
着
45
人

申 

問
５
月
６
日
㈭
か
ら
消
防
本
部
救
急

課
☎
２
９
２
９
_
９
１
２
３
へ
電
話

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）

日 

場
６
月
15
日
㈫
〜
18
日
㈮
（
全
４
日

間
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
／
市
役
所
８
階
大
会
議
室

内

①
基
礎
講
習
（
15
日
㈫
）
…
心
肺
そ

生
法
、
救
命
処
置
の
基
本
等
②
救
急

員
養
成
講
習
（
16
日
㈬
〜
18
日
㈮
）

…
応
急
の
手
当
て
の
手
法
等

◎
①
の
基
礎
講
習
合
格
者
が
②
救
急
員

養
成
講
習
を
受
講
で
き
ま
す
。

対

 

15
歳
以
上
の
方
（
全
日
程
出
席
可
能

な
方
を
優
先
し
ま
す
）

定

申
し
込
み
先
着
15
人

費

３
、
０
０
０
円
（
教
材
費
等
）

◎
基
礎
講
習
の
み
と
な
っ
た
方
は
１
、

５
０
０
円
返
却
し
ま
す
。
ま
た
、
市
内

在
住
・
在
学
の
高
校
生
以
下
の
方
（
保

護
者
の
承
諾
書
が
必
要
）
は
無
料
で
す
。

申 

問
５
月
６
日
㈭
〜
21
日
㈮
ま
で
に
、

市
役
所
１
階
福
祉
総
務
課
☎
２
９
９
８

_
９
１
１
３
へ
直
接
ま
た
は
電
話

　

女
性
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日

①
５
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
②

26
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
③
19
日

㈬
・
26
日
㈬
午
後
１
時
〜
（
希
望
者

の
み
）

内

①
情
報
収
集
お
役
立
ち
セ
ミ
ナ
ー
・

就
活
情
報
ア
ッ
プ
で
キ
ャ
リ
ア
を
め

ざ
せ
！
②
面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー
〜
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
と
採
用
面
接
の
流
れ

を
練
習
し
て
み
よ
う
③
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
個
別
面
談
）

定

①
②
…
い
ず
れ
の
日
も
各
20
人
③
…

い
ず
れ
の
日
も
各
３
人

場

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ふ
ら

っ
と

講

埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
・

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

保　

育　

１
歳
か
ら
未
就
学
児
ま
で
10

人
（
要
予
約
・
先
着
順
）

申 

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ふ

ら
っ
と
☎
２
９
２
１
_
２
２
２
０
へ

電
話

◆
一
般
労
働
相
談

日

５
月
12
日
㈬
午
後
４
時
〜
８
時
（
最

終
相
談
…
午
後
７
時
〜
）

場

市
役
所
２
階
２
０
１
会
議
室

内

就
業
規
則
・
賃
金
・
解
雇
・
労
使
間

の
問
題
・
就
業
に
か
か
わ
る
疑
問
や

直
面
し
て
い
る
問
題
等

内

勤
労
者
、
事
業
主
等

相
談
員　

社
会
保
険
労
務
士

◎
予
約
制
で
す
（
当
日
予
約
可
）
。

申 

問
商
工
労
政
課
☎
２
９
９
８
_
９
１

　

５
５
へ
電
話

◆
若
者
ジ
ョ
ブ
・
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
所
沢

日 

場

毎
週
土
曜
日
（
５
月
15
日
を
除

く
）、５
月
５
日
㈷
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
４
時
／
ラ
ー
ク
所
沢

対

お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
勤
労
者
・
求

職
者
、
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
大
学

生
・
高
校
生
等
、
お
よ
び
保
護
者

（
市
外
の
方
も
利
用
可
）

◎
予
約
制
。
相
談
時
間
は
１
人
約
45
分
。

相
談
者　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

◎
５
月
29
日
㈯
は
臨
床
心
理
士
に
よ
る

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

申 

問
㈱
ジ
ェ
イ
ッ
ク
☎
0
3
_
5
2
8

　

2
_
7
5
8
6
へ
電
話
（
土
・
日
曜

日
、
祝
休
日
を
除
く
、
午
前
9
時
30

分
〜
午
後
5
時
30
分
）

◎
当
日
の
予
約
は
、
ラ
ー
ク
所
沢
☎
2

9
4
3
_
2
1
1
0
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
2
時
）

対
象
年
齢　

お
お
む
ね
２
歳
〜
６
歳
児

日 

場
５
月
22
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜
正

午
／
市
民
体
育
館

持

上
履
き
、
タ
オ
ル
１
人
１
本
、
下
履

き
を
入
れ
る
袋

講

早
稲
田
大
学
人
間
科
学
部
教
授
・
前

橋　

明
さ
ん
ほ
か

◎
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

申 

問
申
込
書
を
〒
359
_

8501
市
役
所
２
階

　

こ
ど
も
支
援
課
☎
２
９
９
８
_
９
１

　

２
４
5
２
９
９
８
_
９
０
３
５

a9124
　

@
city.tokorozaw

a.saitam
a.jp

へ
直

　

接
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

◎
申
込
書
は
こ
ど
も
支
援
課
、
公
民
館
、

児
童
館
、　

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

日 

場
５
月
１
日
㈯
、
15
日
㈯
午
前
９
時

〜
正
午
／
所
沢
総
合
食
品
地
方
卸
売

市
場
（
南
永
井
８
６
７
_
１
）

◎
大
型
駐
車
場
を
完
備
し
て
い
ま
す
。

問

㈱
埼
玉
西
部
食
品
流
通
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
９
４
５
_
１
１
１
８

妊
婦
健
康
診
査
を

積
極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う

と
こ
ろ
っ
こ
親
子
で
楽
し
む
運
動
遊
び

防
火
管
理
講
習（
乙
種
・
甲
種
）

防
災
管
理
講
習

上
級
救
命
講
習
会

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

5
月
の
労
働
相
談

お
客
様
感
謝
デ
ー

開
催

生
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
推
進
奨
励
金

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
者
手
当
支
給

児童館名 所在地 電話番号 行事名／開催日時

ひばり 北有楽町
26-21 2926-8669 ■ミニ運動会／５月14日㈮午後３時30分～（参加自由）

こばと 小手指町
1-28-3 2924-3065 ■おはなし会／５月10日㈪午前10時30分～

◎おおむね１歳～２歳のお子さんとその保護者対象（参加自由）

つばめ 久米
783-1 2922-0410 ■ドッジボール大会／５月14日㈮午後３時30分～

◎小学１～３年生対象（参加自由）
つばき 山口5057 2923-6155 ■親子で遊ぼう／５月19日㈬午前10時30分～（参加自由）

すみれ 若狭
1-2966-5 2949-3826 ■すみれおたのしみ会／５月15日㈯午前10時30分～（食券制）

さくら 並木8-3 2998-5912 ■さくら祭／５月15日㈯午後１時30分～　

わかば 和ケ原
3-266-2 2948-3222 ■バドミントンをしよう／毎週土曜日午前９時～午後５時15分

（参加自由）

まつば 上安松
952-2 2995-0995 ■わくわくゲーム大会／５月27日㈭午後３時～（参加自由）

みどり 緑町
3-16-7 2928-8414 ■みどりおたのしみ会／５月27日㈭午後２時～（参加自由）

やなぎ 東所沢
4-16-4 2944-8819 ■クイズ大会／５月25日㈫午後３時30分～

◎小学生対象（参加自由）　
ひかり 中富南

4-4-1 2996-3995 ■おもちゃの病院／５月15日㈯午前10時～11時（受付）

　行事によっては、事前に申し込みが必要です。詳細は、各児童館にお問
い合わせいただくか、 をご覧ください。

■おもちゃの病院　●みどり児童館…第１土曜日●つばめ児童館…偶数月第１土
曜日●すみれ児童館…第２土曜日●つばき児童館…第３土曜日／開設時間はいず
れも午前10時～正午　 各会場へ直接電話

児童館へ行こう（５月の主な行事）

広報　　　　　　　　　　平成22年５月号　12
情 報 館

【情報館】•特にことわりのないものは5月6日㈭から申し込みを受け付けます。•費用等の記載がないものは無料です。

凡例…日日時 場場所 対対象 定定員 内内容 持持ち物 費費用 講講師 申申し込み 問問い合わせ HPホームページ 市HP市ホームページ「広報紙ピックアップ」 Eメール

広報　　　　　　　　　　平成22年５月号



◆
特
設
人
権
相
談
（
無
料
）

日 

場
６
月
１
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
30
分
／
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◆
人
権
擁
護
委
員

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
る
同

委
員
は
次
の
方
（
敬
称
略
）
で
す
。

　

▼
谷
口　

悟
（
中
富
南
）
▼
青
木
照

子（
山
口
）▼
久
保
田
千
惠
子（
牛
沼
）▼

田
中
芳
治
（
林
）
▼
大
舘
千
惠
子
（
日

吉
町
）
▼
加
賀
谷
尚
子
（
北
秋
津
）
▼

成
田
桂
子
（
寿
町
）
▼
菊
田
範
子
（
花

園
）
▼
近
藤
卓
夫
（
北
野
南
）
▼
新
井

恒
一（
緑
町
）
▼
肥
沼
隆
男
（
北
秋
津
）

▼
林
代
志
夫
（
上
新
井
）
▼
池
田　

隆

（
南
永
井
）

問
市
民
相
談
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
９
２

　

人
権
擁
護
委
員
が
一
緒
に
解
決
方
法

を
考
え
ま
す
。

日

５
月
11
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場

市
役
所
１
階
市
民
相
談
課

◎
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
市
民
相
談
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
９
２

日

５
月
14
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◎
先
着
順
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

相
談
内
容　

▼
相
続
・
遺
言
▼
家
庭
問

題
▼
外
国
人
の
入
国
・
在
留
▼
起
業

支
援
・
会
社
設
立
な
ど

問
市
民
相
談
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
９
２

　

国
や
行
政
機
関
に
対
す
る
苦
情
や
要

望
に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

時

５
月
21
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

◎
先
着
順
に
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
市
民
相
談
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
９
２

◎
こ
の
ほ
か
総
務
省
関
東
管
区
行
政
評

価
局
☎
０
５
７
０
_
０
９
０
_
１
１
０

で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

日

５
月
26
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

場

市
役
所
3
階
全
員
協
議
会
室

内

魅
力
的
な
応
募
書
類
の
書
き
方

対

お
お
む
ね
39
歳
以
下
の
求
職
者

定

申
し
込
み
先
着
30
人

申 

問

㈱
ジ
ェ
イ
ッ
ク
☎
０
３
_
５
２
８

　

２
_
７
５
８
６
へ
電
話
（
土
・
日
曜

日
、
祝
休
日
を
除
く
、
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時
30
分
）

地
元
所
沢
の
焼
だ
ん
ご
出
場
決
定
！

　

ぜ
ひ
地
元
所
沢
の
焼
だ
ん
ご
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

日 

場
５
月
３
日
㈷
、
４
日
㈷
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
30
分
（
売
り
切
れ

次
第
終
了
）／
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

　
（
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
西
口
下
車
徒
歩
３
分
）

【
同
時
開
催
】

「
埼
玉
県
物
産
観
光
展
〜
す
ご
い
ぞ
！

う
ま
い
ぞ
！
さ
い
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

問

県
・
観
光
課
☎
０
４
８
_
８
３
０
_

３
９
５
５
、
市
・
商
工
労
政
課
☎
２

　

９
９
８
_
９
１
５
５

「
み
ん
な
で
考
え
る
自
殺
予
防
」

場

保
健
セ
ン
タ
ー

申 

問
保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
課
☎
２

　

９
９
１
_
１
８
１
１
へ
電
話

日

５
月
28
日
㈮
〜
10
月
15
日
㈮
の
隔
週

金
曜
日
（
全
11
回
）
午
前
中

◎
３
回
目
は
６
月
23
日
㈬
の
午
後
に
開

催
し
ま
す
。

場

保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内

健
康
に
関
す
る
講
話
と
実
技
、
実
習
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
仲
間
づ
く
り
等

内

全
11
回
の
講
座
に
参
加
で
き
る
市
内

在
住
の
方
（
未
受
講
者
）

費

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
　

42
人
（
抽
選
）

◎
参
加
決
定
は
、
開
講
の
１
週
間
前
ご

ろ
に
応
募
者
全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

申 

問

5
月
17
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
に「
市
民
健
康
大
学
希
望
」、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

359
_

0025
上
安
松
1
2
2
4
_
1
保
健

セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
課
☎
２
９
９

１
_
１
８
１
１
へ
郵
送

①
里
山
体
験
講
座

《
お
茶
摘
み
と
お
茶
作
り
に
挑
戦
！
》

日

５
月
16
日
㈰
・
22
日
㈯
・
27
日
㈭
・

６
月
２
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分

費

３
０
０
円
（
保
険
代
等
）

対

小
学
生
〜
大
人
（
小
学
生
は
保
護
者

と
参
加
）

定
い
ず
れ
の
日
も
20
人
（
抽
選
）

②
ひ
よ
こ
探
検
隊

《
は
ら
っ
ぱ
で
遊
ぼ
う
！
》

日

５
月
30
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

30
分

費

１
０
０
円
（
保
険
代
）

対

４
歳
〜
６
歳
の
未
就
学
児
と
そ
の
親

定
　

15
人
（
抽
選
）

【
共
通
事
項
】

持

昼
食
、
水
筒
、
筆
記
用
具
等

集　

合　

同
セ
ン
タ
ー

申 
問
①
…
▼
５
月
16
日
㈰
は
５
月
８
日

㈯
必
着
で
▼
５
月
22
日
㈯
・
27
日

㈭
・
６
月
２
日
㈬
は
５
月
13
日
㈭
必

着
で
、
②
…
５
月
19
日
㈬
必
着
で
、

往
復
は
が
き
に
行
事
名
・
日
付
・
参

加
希
望
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
同
セ

ン
タ
ー
〒
359
_

1133
荒
幡
７
８
２
☎

２
９
３
９
_
９
４
１
２
へ
郵
送
（
休

館
日
…
毎
週
月
曜
日
、
５
月
３
日
㈷

は
開
館
し
６
日
㈭
は
休
館
）

◆
不
用
な
布
で
帽
子
作
り

日

５
月
20
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分

定

申
し
込
み
先
着
15
人

◆
ジ
ー
ン
ズ
か
ら
お
し
ゃ
れ
ス
リ
ッ
パ

日

５
月
27
日
㈭
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

定

申
し
込
み
先
着
15
人

◆
お
も
ち
ゃ
の
病
院

日

第
４
土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

◎
児
童
館
で
も
開
設
（
右
ペ
ー
ジ
「
児

童
館
へ
行
こ
う
」
参
照
）
し
て
い
ま
す
。

◆
５
月
の
エ
コ
ロ
の
行
事

◎
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

場 

申 

問

リ
サ
イ
ク
ル
ふ
れ
あ
い
館

　

☎
２
９
９
４
_
５
３
７
４
へ
電
話

日

５
月
22
日
㈯
、
29
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

場

所
沢
商
工
会
議
所
（
元
町
27
_
１
・

所
沢
ハ
ー
テ
ィ
ア
東
棟
３
階
）

定
　

30
人

費

５
、
０
０
０
円

内

▼
22
日
㈯
…
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
経

営
・
現
状
分
析
・
付
加
価
値
と
差
別

化
・
発
想
法
等
／
講
師
…
㈱
デ
ィ
セ

ン
タ
ー
代
表
取
締
役
・
折
原　

浩
さ

ん
▼
29
日
㈯
…
先
輩
起
業
家
の
体
験

談
（
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
）
／

講
師
…
電
脳
㈱
Ｏ
Ａ
ラ
ン
ド
代
表
取

締
役
・
室
井　

亨
さ
ん
、
販
売
戦
略
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
財
務
、
人
事
／

講
師
…
㈱
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
代
表
取
締

役
・
折
原　

浩
さ
ん

申 
所
沢
商
工
会
議
所
・
中
小
企
業
相
談

所
☎
２
９
２
４
_
５
５
８
１
へ
電
話

募
集
人
数　

約
３
０
０
人

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

内

指
定
さ
れ
た
調
査
区
域
内
へ
の
調
査

票
の
配
布
・
回
収
等

調
査
期
間　

９
月
下
旬
〜
10
月
下
旬

報　

酬　

約
３
９
、
０
０
０
円
（
１
調

　

査
区
に
つ
き
）

◎
１
調
査
区
は
お
お
む
ね
60
世
帯
で
す
。

受
付
期
間　

５
月
10
日
㈪
〜
21
日
㈮

申 

問
申
込
書
と
写
真
２
枚
（
縦
４
㎝
×

横
３
㎝
・
裏
面
に
氏
名
を
記
入
・
ス

ナ
ッ
プ
写
真
不
可
）
を
市
役
所
７
階

情
報
統
計
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
３

６
へ
直
接

◎
申
込
書
は
情
報
統
計
課
、
出
張
所
、

公
民
館
、
所
沢
駅
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、

狭
山
ヶ
丘
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

　

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

　　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救
護
活

動
・
血
液
事
業
等
の
事
業
を
展
開
す
る

た
め
、
事
業
資
金
（
社
資
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

目
標
額　

２
０
、
４
６
５
、
９
０
０
円

問
福
祉
総
務
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
１
３

第
６
回
埼
玉
Ｂ
級
ご
当
地
グ
ル
メ
王

決
定
戦

特
設
行
政
相
談

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

暮
ら
し
の
中
の
悩
み
ご
と
相
談

行
政
書
士
に
よ
る

暮
ら
し
の
無
料
相
談
会

こ
こ
ろ
の
健
康
講
座

第
10
期
市
民
健
康
大
学

若
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

リ
サ
イ
ク
ル
ふ
れ
あ
い
館
・

エ
コ
ロ
か
ら
の
お
知
ら
せ

狭
山
丘
陵
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

起
業
に
向
け
た
二
日
間
短
期
集
中
講
座

あったかタウン
ミーティング

 第11回

～ふれあいトーク～
今回のテーマは、「商業振興」

　市長が市内の各地区を訪れ、市民の
皆さんと語り合います。
　商店主等の方や関心のある方のご参
加をお待ちしています。
日５月22日㈯午前10時～11時30分
場中央公民館
定申し込み先着30人
申 問５月６日㈭から市民相談課
　☎２９９８-９０９２へ

募
集

5月 31日（月）は

の納期限です
▶納期内納付にご協力ください。
▶ゆうちょ銀行・郵便局（納期限
　内に限る）、コンビニエンス・ス
　トアからも納付できます。

■固定資産税・都市計
画税（第１期）
■軽自動車税（第１期）

行　　事　　名 開　催　日　時

ペットボトルケースほか ５月13日㈭午前10時～
裂き布ぞうり ５月15日㈯午前９時30分～
包丁研ぎ講習会 ５月16日㈰午後１時30分～
裂き織り ５月19日㈬午前10時～
おもちゃの病院 ５月22日㈯午後１時30分～
大型再生家具抽選会
（30点程度）

５月22日㈯午前11時～
◎申し込みは午前10時30分までです。

傘修理（１人１本） ５月23日㈰午後１時30分～
◎部品代は実費が必要です。

小型再生家具即日頒布
（10点程度）

毎週金曜日／午前10時
◎中止となる場合もあります。

平
成
22
年
国
勢
調
査
調
査
員
追
加
募
集

日
本
赤
十
字
社
の
事
業
資
金
を
募
集

回 ／

1 ５月22日㈯
午後１時～３時

働く世代のうつ病と自殺予防
／早稲田大学教授・辻内琢也
さん

2 ６月５日㈯
午後１時～３時

身近な人を自死で失うという
こと～周囲の対応とグリーフ
ケアについて～／自死遺族ケ
ア団体全国ネット事務局長・
藤井忠幸さん

3 ６月19日㈯
午後１時～３時

自死遺族のつどい／自死遺族
ケア団体全国ネット事務局
長・藤井忠幸さん

◎第３回は遺族の方のみ参加できます。

内 講日
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応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当

①
市
内
に
事
業
所
が
あ
り
、
同
一
事
業

を
１
年
以
上
営
ん
で
い
る

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い

③
市
内
で
製
造
し
、
販
売
さ
れ
て
い
る

製
品
・
商
品
で
あ
る

④
本
市
を
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
、
Ｐ
Ｒ
で

き
る
製
品
・
商
品
で
あ
る

展
示
場
所　

市
役
所
８
階
物
産
展
示
コ

ー
ナ
ー
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前
）

展
示
期
間　

平
成
22
年
７
月
１
日
〜
24

年
６
月
30
日
（
２
年
間
）

申
請
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
６
月
４
日
㈮

申 

問
所
定
の
申
請
書
に
展
示
品
の
資
料

を
添
え
て
、
〒
359
_

8501
市
役
所
2
階

商
工
労
政
課
☎
２
９
９
８
_
９
１
５

５
5
２
９
９
８
_
９
１
６
２

a9155

　

@city.tokorozawa.saitama.jp

へ
持
参
・

郵
送
・
Ｆ
A
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

◎
申
請
書
は　

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
し
ま
す
。

施　

設　

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
亀
鶴
園
」

お
よ
び
亀
鶴
園
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

業
務
内
容　

養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管

理
運
営
業
務

◎
応
募
資
格
、
管
理
運
営
基
準
、
指
定

期
間
、
業
務
内
容
等
の
詳
細
は
、
募
集

要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
募
集
要
項

等
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
…
亀
鶴
園
☎
２

９
４
４
_
１
５
９
５
▼
老
人
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
…
高
齢
者
支
援
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
２
０ 

　

市
で
は
、
地
域
活
動
の
中
心
と
な
る

自
治
会
・
町
内
会
が
主
体
と
な
り
、
地

域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、
住

民
自
ら
解
決
を
行
う
仕
組
み
を
つ
く
り
、

「
地
域
力
」
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
「
地
域
の
底
力
支

援
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
公
益
的
な
課
題
解
決
の
た
め

の
先
駆
的
な
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
事
業
】

①
地
域
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業（
新

規
事
業
）
…
地
域
に
お
け
る
公
益
的

な
課
題
解
決
の
た
め
、
新
規
に
実
施

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
提
案
型
事
業

▼
事
業
例
「
地
域
の
防
災
・
防
犯
マ
ッ

プ
作
成
事
業
」
「
講
演
会
を
通
じ
た

自
治
会
加
入
促
進
事
業
」

②
地
域
の
つ
な
が
り
強
化
事
業
（
新
規

ま
た
は
既
存
事
業
）
…
地
域
の
交
流

を
深
め
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
力
向
上
を

図
る
た
め
の
先
駆
的
な
事
業

▼
事
業
例
「
朝
の
体
操
に
よ
る
地
域
交

流
事
業
」
「
地
域
の
歴
史
を
知
る
こ

と
に
よ
る
地
域
交
流
事
業
」

対
象
事
業
者
▼
自
治
会
等
（
市
に
自
治

会
等
と
し
て
届
け
出
さ
れ
て
い
る
団

体
）
▼
自
治
会
等
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
複
合
体
（
自
治

会
等
が
主
体
）

表
彰
お
よ
び
奨
励
金　

申
請
さ
れ
た
事

業
の
中
か
ら
、
選
考
委
員
会
に
て
優

秀
事
業
を
選
考
し
、
優
秀
事
業
に
つ

い
て
は
市
が
表
彰
し
奨
励
金
（
１
事

業
５
万
円
を
限
度
）
を
支
給

◎
内
容
を　

等
で
公
開
し
ま
す
。

申 
５
月
17
日
㈪
〜
６
月
25
日
㈮
ま
で
に
、

市
役
所
１
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課
、

出
張
所
で
配
布
の
募
集
要
項
（　

掲
載
）
を
確
認
の
う
え
応
募

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
０
８
３

　

市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し
て
、
所

沢
市
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
の
イ
ラ

ス
ト
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
作

品
は
、
市
の
印
刷
物
等
へ
の
使
用
や
着

ぐ
る
み
を
作
製
し
、
市
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
活
用
し
ま
す
。
最
優
秀
賞
に
は
、

賞
状
な
ら
び
に
５
万
円
分
の
図
書
券
を

差
し
上
げ
ま
す
。

申

５
月
31
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で
に
、

Ａ
４
判
白
紙
用
紙（
た
て
）に
デ
ザ
イ

ン
し
た
未
発
表
作
品
と
、
作
品
の

裏
面
ま
た
は
別
紙
に
①
住
所
②
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
年
齢
④
電
話
番
号

（
昼
間
連
絡
可
能
な
番
号
）
を
明
記

し
、
〒
359
_

8501
市
役
所
３
階
企
画
総

務
課

60nen@
city.tokorozaw

a.
saitam

a.jp

へ
持
参
、
郵
送
、
Ｅ
メ

ー
ル
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
み
）

◎
１
人
１
作
品
ま
で
応
募
で
き
ま
す
。

詳
し
い
募
集
要
項
は
、
公
民
館
で
配
布

の
チ
ラ
シ
、　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

選
考
等　

８
月
ご
ろ
の
審
査
で
決
定
し
、

　

11
月
の
記
念
式
典
で
表
彰

◎
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

問
企
画
総
務
課
☎
２
９
９
８
_
９
０
４
６ 

審
議
内
容　

市
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

関
す
る
事
項

任　

期　

平
成
22
年
７
月
１
日
〜
24
年

６
月
30
日
ま
で

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

　

①
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
知
識
お
よ
び

経
験
の
あ
る
方
②
本
市
に
引
き
続
き

１
年
以
上
住
所
を
有
す
る
方
③
昭
和

11
年
７
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
７
月

２
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
④
応
募
日

以
前
２
年
間
に
お
い
て
本
市
の
審
議

会
等
の
委
員
に
な
っ
て
い
な
い
方

募
集
人
数　

３
人
（
抽
選
）

申 

問
募
集
要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
５
月

14
日
㈮
（
必
着
）
ま
で
に
市
役
所
６

階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
２
９
９
８
_

９
２
４
８
へ
申
し
込
み

◎
募
集
要
項
は
、
同
課
・
公
民
館
等
、

　

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

募
集
人
数　

各
学
校
区
１
人

勤
務
地　

富
岡
・
宮
前
小
学
校
区
内

勤
務
内
容　

学
童
等
歩
行
者
の
交
通
安

全
の
確
保
お
よ
び
指
導

応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方

応
募
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
31
日
㈪

◎
制
服
、
装
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

申 

問

市
役
所
２
階
交
通
安
全
課

　

☎
２
９
９
８
_
９
１
４
０
へ
直
接

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格　

パ
ソ
コ
ン
入
力
が
で
き
る
方

勤
務
内
容　

医
事
事
務
補
助

勤
務
地　

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間　

１
日
６
時
間
で
週
３
日
以

上
勤
務

時　

給　

８
０
０
円

採
用
日　

６
月
１
日
㈫
〜

申 

問

５
月
10
日
㈪
ま
で
に
、履
歴
書（
写

　

真
貼ち

ょ
う

付ふ

）
を
〒
359
_

0025
上
安
松
１
２

　

２
４
_
１
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
総
務

課
☎
２
９
９
２
_
１
１
５
２
へ
郵
送

募
集
人
数　

若
干
名
（
育
休
代
替
）

応
募
資
格　

保
健
師
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
内
容　

成
人
保
健
業
務
全
般
（
健

康
相
談
・
教
育
、
訪
問
等
） 

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◎
詳
細
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

申 

問

保
健
セ
ン
タ
ー
成
人
保
健
課

　

☎
２
９
９
１
_
１
８
１
１
へ
電
話

募
集
人
数　

３
人
（
産
休
・
育
休
代
替

等
）

応
募
資
格　

保
健
師
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
内
容　

乳
幼
児
健
康
診
査
等

勤
務
地　

保
健
セ
ン
タ
ー

勤
務
期
間　

平
成
22
年
５
月
１
日
㈯
〜

　

23
年
３
月
31
日
㈭

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

　

分
〜
午
後
５
時

申 

問

保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
課

　

☎
２
９
９
１
_
１
８
１
１
へ
電
話

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
を
募
集

「
地
域
の
底
力
支
援
事
業
」
を
募
集

交
通
指
導
員
を
募
集

保
健
師
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

保
健
師
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

市
役
所
物
産
展
示
コ
ー
ナ
ー
の

展
示
品
を
募
集

ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
を
募
集

事
務
職
員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集

所
沢
市
の
イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
の

イ
ラ
ス
ト
を
募
集
！

水道の水漏れ修繕
５月の宅地内水漏れ修繕当番店
　宅地内の水漏れには、24時間体制で修繕当
番店（所沢市指定給水装置工事事業者）が対
応しています。直接当番店へご連絡ください。
　なお、修繕費用は依頼主の負担となります。

問所沢市水道部（夜間・休日は警備員対応）
　☎２９２１-１１００5２９２１-１０９４

日(曜日) 当 　番 電話番号
１日㈯ ㈱楽

らく

々
らく

2923－4900

２日㈰ ㈲須田設備 昼 2922－7022
夜 2922－0981

３日㈷ ㈲中村水道工事店 2992－0981
４日㈷ ㈱小松屋管器 2922－3836
５日㈷ ㈲マコト設備工業 2922－5578
８日㈯ ㈲石和設備工業 2993－8108
９日㈰ ㈱楽々 2923－4900
15日㈯ ㈲平塚設備工業 2923－5778
16日㈰ ㈲兼六工業 2922－1877
22日㈯ ㈱協立管工 2948－5515

23日㈰ ㈲伏見設備工業 昼 2948－3328
夜 2948－3393

29日㈯ ㈲ミヤザキ 2948－7650
30日㈰ ㈱貫井産業 2993－0110

実
施
日　

６
月
26
日
㈯
、
27
日
㈰
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

◎
仕
分
け
作
業
へ
は
い
ず
れ
か
１
日
の

参
加
と
な
り
ま
す
。

募
集
人
数　

８
人
（
50
歳
未
満
の
男
女

そ
れ
ぞ
れ
２
人
、
50
歳
以
上
の
男
女

そ
れ
ぞ
れ
２
人
と
し
、
合
計
で
男
女

４
人
ず
つ
）

募
集
期
間　

５
月
６
日
㈭
〜
14
日
㈮
午

後
５
時
（
必
着
）

応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
に
該
当

①
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
22
年
６
月
27

日
ま
で
市
内
に
在
住
の
方

②
実
施
日
時
点
で
満
18
歳
以
上
の
方

③
募
集
期
間
締
め
切
り
時
点
で
市
の
審

議
会
や
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
て
い

な
い
方

④
現
職
の
国
会
議
員
、
埼
玉
県
議
会
議

員
、
所
沢
市
議
会
議
員
、
所
沢
市
職

員
で
は
な
い
方

⑤
事
前
研
修
（
５
月
29
日
㈯
午
後
）
お

よ
び
担
当
す
る
仕
分
け
の
実
施
日
に

参
加
で
き
る
方

⑥
そ
の
他
「
平
成
22
年
度 

所
沢
市『
市

民
仕
分
け
人
』
募
集
基
準
」
の
条
件

に
合
う
方

提
出
書
類　

「
市
民
仕
分
け
人
応
募
用

紙
」
お
よ
び
「
小
論
文
（
応
募
動
機

を
８
０
０
字
以
内
・
様
式
自
由
）
」

【
留
意
事
項
】

▼
事
業
仕
分
け
の
結
果
は
、
市
が
予
算

編
成
等
を
行
う
上
で
の
参
考
材
料
と

し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
３
階
政
策
企

画
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、　

か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▼
応
募
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合

に
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
抽

選
会
は
５
月
20
日
㈭
に
公
開
で
行
い

ま
す
。

▼
担
当
い
た
だ
く
事
業
は
市
で
割
り
振

り
い
た
し
ま
す
。

▼
事
前
研
修
を
欠
席
さ
れ
た
方
は
仕
分

け
作
業
へ
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

申 

問
募
集
期
間
内
に
、
提
出
書
類
を
添

え
て
〒
359
_8501
市
役
所
３
階
政
策
審

　

議
室
☎
２
９
９
８
_
９
０
２
７
5
２

　

９
９
４
_
０
７
０
６

a9027@
　
city.tokorozaw

a.saitam
a.jp

へ
直
接
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル

　

「
事
業
仕
分
け
」
と
は
、
現
在
市
で
行
っ
て
い
る
事
業
の
妥
当
性
や
有
用
性
に
つ

い
て
外
部
の
視
点
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

事
業
仕
分
け
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
「
事
業
仕
分
け
人
」
と
一
緒
に
仕
分
け
を
行

っ
て
い
た
だ
く
「
市
民
仕
分
け
人
」
を
募
集
し
ま
す
。

事
業
仕
分
け
人
の
「
市
民
仕
分
け
人
」
を
募
集

広報　　　　　　　　　　平成22年５月号　14
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★保健センターで実施する事業　●☎印…保健センターへ電話予約（番号は正確に／FAX不可）

★訪問等で実施する事業

事業名 日 時 ・ 内 容 等

母親学級
６月コース
（予約制）

▶とき：６月７日㈪、14日㈪、25日㈮（全３回）午後１：30
～４：00、25日㈮は午前９：45～午後１：00（開始15分前か
ら受付）▶内容：妊娠中の保健と生活（栄養・歯科講話を含
む）・新生児の保育、調理実習等▶対象：平成22年９月～11
月に出産予定の初産婦とパートナー▶費用：500円（調理実
習材料費）▶持ち物：母子健康手帳、筆記用具、６月７日㈪
は歯ブラシ、手鏡、フェイスタオル ●☎５月６日㈭～

３か月児
１歳６か月児
３歳児
健康診査

▶健康診査日の２週間前までに、対象児の保護者あてに通知
を郵送します。転入等で通知を受け取っていない場合は、保
健センターへ連絡してください。◎３歳児健康診査は３歳３
か月時に実施します。

子育てサロン
ちゅーりっぷ

▶とき：５月21日㈮午前10：00～11：30（開始15分前から受
付）▶内容：参加者どうしの交流会▶対象：双子・三つ子を
妊娠中の方とパートナー、または保育園等に通っていない双
子・三つ子を育てている親▶持ち物：母子健康手帳、お子さ
んに必要なもの（ミルク、オムツ、おもちゃなど）
◎希望者は会場へ直接お越しください。

乳幼児
健康相談
（予約制）

▶とき：《離乳食》５月18日㈫（グループでも参加可）《食事》５
月12日㈬《歯科》５月７日㈮いずれも午前中のみ▶定員：い
ずれも申し込み先着３人▶持ち物：母子健康手帳（歯科相談
は歯ブラシ） ●☎５月６日㈭～

離乳食教室
（ごっくん期）
（予約制）

▶とき：６月28日㈪午前10：00～11：30（開始15分前から受
付）▶内容：栄養士・歯科衛生士の講話▶対象：平成21年12
月・平成22年１月生まれの乳児とその保護者▶定員：申し込
み先着50組▶持ち物：母子健康手帳、筆記用具、バスタオル
 ●☎５月６日㈭～

離乳食教室
（もぐもぐ期）
（予約制）

▶とき：６月７日㈪午前10：00～11：30（開始15分前から受
付）▶内容：栄養士の講話、試食ほか▶対象：平成21年10
月・11月生まれの乳児とその保護者▶定員：申し込み先着30
組▶持ち物：母子健康手帳、筆記用具、お手ふき、スプーン
 ●☎５月６日㈭～

離乳食教室
（ぱくぱく期）
（予約制）

▶とき：６月17日㈭・24日㈭いずれも午前10：00～11：30
（開始15分前から受付）▶内容：栄養士・歯科衛生士の講話
▶対象：平成21年３月・４月生まれの幼児とその保護者▶定
員：いずれも申し込み先着25組▶持ち物：母子健康手帳、筆
記用具、お手ふき、飲み物（さ湯または麦茶）、歯ブラシ
 ●☎５月13日㈭～

２歳児歯科
健康教室
（予約制）

▶とき：６月16日㈬、29日㈫いずれも午後０：50～１：10
（受付）▶内容：歯科診察、栄養指導、歯みがき指導、フッ
化物塗布ほか▶対象：平成19年11月・12月生まれの幼児▶定
員：いずれも申し込み先着50人 ●☎５月７日㈮～

ＢＣＧ
接種

▶とき：６月24日㈭午前9：30～10：30、午後１：30～２：
30（受付）▶対象：平成22年３月生まれの乳児▶持ち物：母
子健康手帳、体温計、予診票（会場にも用意してあります）
◎対象者には事前に実施日を通知いたします。また、上記対
象者以外で生後６か月未満の未接種の方も接種できます。会
場へ直接お越しください。

ポリオ
接種

▶とき：６月７日㈪、８日㈫午後１：30～２：30（受付）▶
対象：生後３か月以上７歳６か月未満の未接種者▶持ち物：
母子健康手帳、体温計、予診票（会場にも用意してあります
◎上記対象年齢の方で、体調等が悪く受けられなかった方が
対象となります。会場へ直接お越しください。

ファミリー
食育教室
（予約制）

▶とき：６月23日㈬午前10：00～午後０：30（開始15分前か
ら受付）▶テーマ：常備薬を取り入れたお弁当▶内容：講話
「脂質の適量は？／大豆食品を上手に使いましょう」、簡単
な調理実習▶対象：１歳～18歳までのお子さんの保護者（保
育あり）▶定員：申し込み先着15組▶参加費：500円（１
組）▶持ち物：エプロン・三角きん ●☎５月６日㈭～

成　人
健康相談
（予約制）

《健康相談》▶とき：５月12日㈬、19日㈬▶内容：病気の予防、
療養方法、食事、運動などのさまざまな健康についての相談
《歯科相談》▶とき：毎週火曜日▶内容：歯周病予防、入れ
歯の手入れの方法等《栄養相談》▶とき：毎週木曜日▶内
容：生活習慣病予防、バランスの良い食事等《気になる血糖
値相談》▶とき：５月10日㈪･24日㈪▶内容：糖尿病の予防、
食事・運動などの生活習慣の見直し等《リハビリ相談》▶と
き：5月21日㈮･28日㈮▶内容：ひざ・腰痛予防、身体機能・
歩行能力維持・改善のためのリハビリ等　●☎５月６日㈭～

健診結果
相談

（予約制）

▶とき：５月17日㈪、５月24日㈪いずれも午前９：30～、午
前10：45～▶内容：健診結果に関する個別相談（１人約60分）
▶対象：特定健診を受けた方で生活習慣病の治療を受けてい
ない方▶相談員：保健師、管理栄養士▶持ち物：健診結果
票、健康手帳（お持ちでない方には当日配布）◎健診の結果
が出てからお申し込みください。 ●☎５月６日㈭～

成人歯科
健康教室
（予約制）

▶とき：６月17日㈭午後１：30～３：30▶内容：講話「知っ
て得する歯周病予防の話」、歯科相談、口の中の自己観察、
口の役割の実体験､効果的な歯磨きの実習▶定員：申し込み
先着20人▶参加費：無料◎申し込みされた方には、事前に問
診票を送ります。 ●☎５月６日㈭～

事業名 内 容 等

新生児訪問

妊産婦訪問

こんにちは
赤ちゃん訪問

▶対象：妊産婦、新生児、おおむね生後２か月の乳児▶内
容：保健師、助産師、看護師による保健相談、子育て支援に
関する情報提供等▶申し込み：妊産婦訪問および新生児訪問
をご希望の方は、保健センターへお電話いただくか母子健康
手帳に添付の「出生連絡票」を保健センターへ郵送してくだ
さい。市役所１階市民課でも投かんできます。「こんにちは
赤ちゃん訪問」をご希望の方は、保健センターへお電話くだ
さい。

訪問による
相談

▶家庭での療養方法・介護家族の健康管理、生活習慣病予
防、リハビリ方法等について、保健師・理学療法士・栄養
士・歯科衛生士等が訪問しご相談に応じています。

★市役所・公民館等で実施する事業
事業名 日 時 ・ 内 容 等

乳幼児
健康相談

▶とき／ところ：▷６月１日㈫／富岡公民館▷６月８日㈫／
中央公民館▷６月10日㈭／新所沢東公民館
▷６月11日㈮／吾妻公民館、いずれも午前
９：30～10：30（受付）▶内容：身体計測、
▶持ち物：母子健康手帳◎希望者は会場へ
直接お越しください。駐車場が狭いため、
車での来場はご遠慮ください。

出張成人
健康相談

▶とき／ところ：▷５月11日㈫、６月１日㈫午後１：30～
３：00／狭山ヶ丘コミュニティーセンター▷５月12日㈬、６
月９日㈬午後１：30～３：00／山口公民館▷５月26日㈬午前
９：30～12：30／富岡公民館▶内容：個別相談（食事や運動
の方法・検査数値の見方・歯周病の予防等）、血圧・体脂肪
測定▶相談員：保健師、栄養士、歯科衛生士（富岡公民館は
保健師・栄養士のみ）◎希望者は会場へ直接お越しください。

おしゃべり
健康サロン

▶とき／ところ：５月12日㈬、６月９日㈬午前10：00～正午
／山口公民館▶内容：血圧・体脂肪測定・健康ワンポイント
勉強会◎希望者は直接会場へお越しください。

健康結果
相談

（予約制）

▶とき／ところ：６月14日㈪午前９：30～、午前10：45～／
三ケ島公民館▶内容：健診結果に関する個別相談（１人約60
分）▶対象：特定健診を受けた方で、生活習慣病の治療を受
けていない方▶持ち物：健診結果票、健康手帳（お持ちでな
い方には当日配布）▶相談員：保健師、管理栄養士◎健診の
結果が出てからお申し込みください。

事業名 日 時 ・ 内 容 等

ところ21
栄養教室
（予約制）

▶とき：６月16日㈬午前９：30～午後０：30▶テーマ：胃
腸病予防の食事▶内容：講話「おいしく消化に良いメニュ
ー」、簡単な調理実習▶対象：おおむね64歳以下の方▶定
員：申し込み先着36人▶参加費：500円▶持ち物：エプロ
ン・三角きん ●☎５月６日㈭～

優しい
健康食教室
（予約制）

▶とき：６月８日㈫、９日㈬いずれも午前９：30～午後０：
30（食事相談は午後０：30～）▶テーマ：胃腸病予防の食事
▶内容：講話「胃腸に優しいメニュー」、簡単な調理実習・個
別食事相談▶対象：おおむね65歳以上の方▶定員：申し込み
先着36人▶参加費：500円▶持ち物：エプロン・三角きん

●☎５月６日㈭～

はじめの１歩！
健康づくり
運動教室
（予約制）

▶とき：５月28日㈮、６月４日㈮、11日㈮、18日㈮、25日㈮、
７月２日㈮（全６回）いずれも午前９：30～正午▶内容：初
心者向きの簡単なストレッチや筋トレ、ウォーキング、食事
についてのお話など▶対象：おおむね64歳以下の運動初心者
で、医師から運動を制限されていない方。全６回参加できる
方。▶定員：申し込み先着30人（初めての方を優先）

●☎５月６日㈭～

結核検診

▶とき：５月10日㈪、18日㈫、20日㈭いずれも午前９：30～
10：30、５月13日㈭、24日㈪、27日㈭いずれも午後１：00～
２：00▶対象：15歳以上で勤務先等で胸部Ｘ線検査を受ける
機会のない方◎希望者は会場へ直接お越しください。

骨粗しょう症
検診

（要申込）

▶とき：７月～10月の指定日▶内容：前腕の骨のレントゲン
撮影▶対象：市内在住で平成22年度中に40歳・45歳・50歳・
55歳・60歳・65歳・70歳になる女性の方（骨粗しょう症と診断
された方、骨粗しょう症治療中の方を除く）▶一部負担金：
500円▶申し込み方法：はがきに①骨粗しょう症検診希望②
住所③氏名（フリガナ）④生年月日⑤年齢⑥電話番号を記入
のうえ、５月６日㈭～28日㈮（必着）までに保健センター成
人保健課（〒359-0025上安松1224-1）へ郵送▶対象者の年齢：
40歳（昭和45年４月１日～46年３月31日生）、45歳（昭和40
年４月１日～41年３月31日）、50歳（昭和35年４月１日～36
年３月31日生）、55歳（昭和30年４月１日～31年３月31日）、
60歳（昭和25年４月１日～26年３月31日生）、65歳（昭和20
年４月１日～21年３月31日）、70歳（昭和15年４月１日～16
年３月31日）

◆「リハビリ教室」「リハビリ交流会」「失語症者のつどい」を行っています。事前に電話でご相談ください。◆
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●定年退職後の健康づくり診療日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所    在    地 電話番号

事業名 日　　　時　　　等

●救急患者に限ります。 ■当番時間：午前９時～午後５時
●往診は原則としてしません。 ●電話相談は受け付けません。
●都合により医療機関が変更になる場合があります。
　詳しくは、所沢市医師会ホームページをご覧ください。

５月
２日
㈰

西山内科医院
端山胃腸科皮膚科

東所沢クリニック

内・循
皮
内・呼・胃・
循・アレ・リウ

喜多町14-7
緑町3-14-3

東所沢1-3-10

2925-3522
2928-5881

2945-2226

瀬戸病院
菊池がんクリニック

内・小・産・婦
婦・内

金山町8-6
荒幡111-1

2922-0221
2928-7311

うたがわクリニック 内・循・呼・アレ・小 北原町1415-1 2997-4880
まつおか内科
クリニック

岡田耳鼻咽喉科
新所沢キッズ
クリニック

内・呼・アレ・
皮

耳鼻咽喉

小

下安松1034-1

有楽町16-21

美原町2-2931-6

2945-7911

2926-8505

2990-3100

デルタクリニック

おうえん
ポリクリニック

かわかつクリニック

内・消

内・皮・
形成外科

内・小・リハ・放

くすのき台2-5-1
サンウインズビル１Ｆ

中富1037-1

小手指台23-1
マミーマート所沢山口店２Ｆ

2996-5157

2990-5818

2920-2200

豊原医院
前田クリニック
伊藤内科

内・神内・呼・放
産・婦
内・循

東所沢1-10-11
緑町3-14-5
東住吉2-4

2944-6433
2920-4920
2922-2915

米島医院

久我クリニック

青木クリニック

内・小
耳鼻咽喉・気・
食・内
内・消・循

山口1181-6

東町12-38

中新井2-65-1

2922-3675

2923-8005

2943-1036
埼玉西協同病院
町田整形外科医院
山川医院

内
整・外
内・消・小・皮

中富1865-1
松葉町4-22
小手指町1-11-6

2942-0323
2992-5873
2924-5252

所沢緑ヶ丘病院
髙橋眼科医院
時松小児科

埼玉県救急医療情報案内

市消防本部休日夜間病院案内

☎048－824－4199（24時間）

☎2922－9292（24時間）

休日緊急
歯科診療

歯科診療所あおぞら
（保健センター内）

上安松1224-1☎2995-1171

▲

とき：５月２日㈰、３日㈷、４日㈷、５日㈷、９
日㈰、16日㈰、23日㈰、30日㈰、６月６日㈰▲

受付時間：午前９：00～11：30
◎診療日は変更になる場合があります。

日曜日・休日
急患診療

事業名 日　　　時　　　等

▲

とき：５月２日㈰、５日㈷、９日㈰、16日㈰、23
日㈰、30日㈰、６月６日㈰▲
受付時間：午前10：00～11：30、午後２：00～４：30

夜間
急患診療

▲
受付時間：月～金曜日…午後７：30～10：15、土・
日曜日・祝休日…午後６：00～８：45
◎診療日は変更になる場合があります。

深夜帯
急患診療

▲

実施日：毎週月・火・水・金曜日

▲

受付時間：小
児夜間急患診療終了後～翌日午前７：00まで

◎小児急患診療は、乳幼児から中学生までの小児を対象に、内科
的急性疾患の一次診療（初期診療）を実施しているため、緊急の
場合のみご利用ください。また、薬は１日程度の処方で、検査は
原則として実施していません。なお、休診する場合があります。

埼玉県小児救急電話相談

電　話　＃8000または、☎048－833－7911
相談時間　月～土曜日／午後７時～11時
　　　　　 日曜日、祝休日／午前９時～午後11時

子どもの急病時に家庭での対処方法などの相談に応じます。

内
眼
小

狭山ヶ丘1-3009
西所沢1-19-16
下富1266-16

2948-8181
2922-5776
2942-5150

横田医院 内・外 山口1395 2928-7117
猪俣眼科医院 眼 小手指町3-31-13 2948-7671
有村医院 内・小 榎町12-21 2922-2094

５月
３日
㈷

５月
４日
㈷

５月
５日
㈷

５月
９日
㈰

5月
16日
㈰

5月
23日
㈰
５月
30日
㈰
6月
6日
㈰

休日緊急歯科診療

市民医療センター
上安松1224-1☎2992-1151小児急患診療

休日急患当番医

　60歳を過ぎるころは、多くの方が定年退
職という人生の大きな転換期を迎えます。
人生の節目とも言えるこの時期は、環境の
変化などから体調を崩す方も増えてきます。
また、本人だけでなく妻など家族にとって
も大きな転換期となるようです。

　上記の表は、所沢市で平成18年3月に策定した「健康日本21所
沢市計画（健康ところ21）」でのアンケート結果の一部です。こ
の計画は、21世紀における市民健康づくり運動を推進するために
作られました。　　
　上記の表からは、定年退職後は夫婦ともに体重が増える傾向に
あること、夫は意欲の低下、妻はいらだちなど、夫婦間で内容の
異なる心境を抱いていることが読み取れます。そのため、この時
期の健康づくりは、「定年退職後の心と体の管理」「夫婦間の関
係性の見直し」が重要となってきます。
【毎朝スッキリ目覚めることができていますか？】
　定年退職後は、夫婦ともに起床時間が遅くなる傾向にありま
す。妻がイライラする原因のひとつに、夫が家族の起床時間に起
きない、ということがあるようです。朝の目覚めは健康のバロメ
ーターです。なんとなく目覚めが悪いなと感じている方は、生活
の中に目覚めを悪くする原因が潜んでいるのかもしれません。就
寝時間が遅くなっている方、飲酒量が増えている方は要注意です。
生活リズムを整えるためには、用事（外出）や家庭での仕事（家
事）を見つけることから始めてみましょう。公民館へ出向き、地
域の情報を得ることもよいですね。次につながる新たな発見があ
るかもしれません。
【健康診断を受けていますか？】
　健康管理の第一歩は、年１回健康診断を受けること、そして健
康診断の結果を自分の日常生活と結びつけて考えることです。検
査データは基準値内でも、数値が大きく変化しているところはあ
りませんか？結果を経年的にみることも大切です。また、定年退
職後に気をつけてほしいこととして、肥満と運動不足があげられ
ます。ゆったりした生活になることで、運動量が急激に減ってし
まいます。今まで以上に食べ方を意識し、積極的に体を動かすこ
とが大切です。好きなこと、楽しくできることが続けられるコツ
です。
【夫婦（家族）で会話をしていますか？】
　定年退職前後の時期は、うつ病を発症する人が増える傾向にあ
ります。心身ともに健康でいるためには、相談できる相手が身近
にいることが大切です。夫婦で過ごす時間が自然と増えるこの時
期は、夫婦間の関係性を見直す良いチャンス！ まずは「おはよ
う」「ありがとう」「お疲れさま」と、言葉
に出して伝え合うことから始めてみましょう。
普段からパートナーに対して温かい関心を寄
せ、ちょっとした変化に気づいて声を掛け合
えるようになれば上出来です。
　長年仕事を続けるためには、かなりの体力と
気力が必要だったはずです。本当にお疲れ様でした。ここで一度心
も体もリセットして人生に更なる磨きをかける旅へ、いざ出発進行！
　所沢市では、定年退職前後の男性を対象に「健康ナイスミドル
講座」を実施して、健康づくり、仲間づくりを応援します。詳細は、
広報ところざわ６月号に掲載予定です。
問い合わせ　保健センター☎2991-181152995-1178

健康づくり
こんにちは保健師ですいきいき 78

　　　　　　入学・就職・転居などで、この春から新生活をスタ
ートさせた皆さん、頑張っていますか？五月病など吹き飛ばして
元気を出していきましょう！広報ところざわもスタッフが替わり、
紙面もイメージチェンジして元気に頑張ります。（　）

編集後記

【63歳男性の定年退職後に増えたこと・夫が定年退職した妻に増えたこと】

夫 妻
1位 体重 1位 イライラする
2位 やる気が出ない 2位 生活リズムの乱れ
3位 不安 3位 体重

この広報の点字版、カセット版、デイジー版をご希望の方は、広報課（☎2998-9024・52994-0706）にご連絡ください。
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